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　新年明けましておめでとうございます。
　謹んで初春の御祝詞を申し上げますとともに、皆様の御健勝
と限りない御清福を、心からお祈り申し上げます。
　さて、年頭にあたり、改めて旧年を顧みますと、国内におき
ましては、アスベスト禍や建築物の耐震偽装問題など、多くの
人命を脅かした事件や人災が相次ぎまして、安全確保や危機管
理のあり方が、改めて問い直された年でありました。
　しかしながら、一方におきましては、好調な海外需要と併せ
て、官民を挙げての改革努力により、企業業績や個人消費が大
幅に改善しまして、日本経済は景気の「踊り場」を脱却し、再
生に向けての明るい兆しが見えてきたところであります。
　このように我が国全体におきまして、新たな発展への胎動が
実感される中、一昨年十一月の合併により誕生した本市も、は
や一年の年輪を重ねることとなりました。
　本市が誕生してから今日までの間に、皆様の力強い御支援に
よりまして、地域住民の「融和」と「一体感」の醸成、さらに
は、災害復旧や新しいまちづくりも着実に進展していることを
強く実感いたしております。
　こうした中、いわゆる「三位一体の改革」の具体化や「平成
の大合併」の進展に伴いまして、我が国の地方自治の態様も、
これまでの「地方分権」から、自立した地域が自らの経営主体
となる「地域主権」へと移行しつつあります。
　今まさに、地方自治体が自己責任の原則において、自らの知
恵と工夫をもって地域づくりを進め、「自立と自活」を実現し
ていくことが、より一層強く求められる時代が到来しています。
　そのような時代の流れは、本市にも容赦なく押し寄せていま
すが、六千億円を超える四国随一の製造品出荷額や、突出した
食料生産力を誇る複合農業地帯といった、重厚な産業基盤等を
包括する本市の「総合力」をもってすれば、地域の「元気情報｣
だけでなく、真の「自立と自活」を実現した都市の姿を全国に
向けて発信していくことも、十二分に可能であると確信してお
ります。
　こうした戦略的思考を確固たるものとしまして、今後におき
ましても、引き続き地域住民の「融和」と「一体感」の醸成、
さらには、地域の均衡ある発展を精力的に推進しまして、「人
がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」の一日も早い実現
に邁進して参る所存であります。
　本年もどうかこの上ながらの御支援をお願いし、皆様の益々
の御多幸をお祈り申し上げまして、年頭のごあいさつといたし
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成十八年元旦

　新年明けましておめでとうございます。
　輝かしい新春を迎え、市民の皆様に謹んで新年のごあいさつ
を申し上げますとともに、皆様方の御健勝と限りないご繁栄を
心よりお祈り申し上げます。
　「光陰矢のごとし」月日のたつのは早いもので、最大の行政
課題と認識し、取り組んでまいりました二市二町の合併も順調
にスタートし、はや一年が経過いたしました。
　年頭にあたり、過ぎし一年を顧みますと、我が国の経済は緩
やかな回復基調となったものの、地方自治体にとりましては、
三位一体改革に伴い財政運営も一段と厳しさを増した年ではな
かったかと思います。
　このような状況のもと、まさに地方自治の真価を問われる年
を迎え、少子高齢化社会への対応や地域経済の再生、また災害
に強いまちづくりなど、取り組むべき課題が山積しております。
　今こそ英知を結集し、諸問題に当たらねばならないときだと
思います。
　合併して一年、水の流れがとどまることをしないように、世
の中の動きも刻々と変化をしております。
　議会といたしましても、このような変化に対応しつつ、旧二
市二町それぞれの持つ特性を生かし、市民生活の向上や市民福
祉のまちづくりはもちろん、「住んでみたい」「住んでよかっ
た」と感じていただけるまちづくりを進め「人がつどい　まち
が輝く　快適環境実感都市」の実現のため全力を傾注する覚悟
であります。
　さらには、市民の代表であることをしっかり認識し、議会本
来のチェック機能の強化を図り、理事者と力強い協力のもと、
市民の皆様の期待にこたえなければならないと年頭にあたり決
意を新たにした次第であります。
　結びに、新しい年が、皆様にとって良き年でありますよう心
からお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

新年のおよろこびを申し上げます
　　　　　　　　　　平成十八年元旦

　　　　　　　　　　　市議会議員一同

西条市議会議長

茎 田 元 近
西条市長

伊 藤 宏 太 郎
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　２市２町が合併し、新「西条市」が誕生してから１年が
経過した2005年。
　合併記念イベントなどによって、市民の「融和」と「一
体感」が徐々に作りだされ、また、災害復旧・対策や新し
いまちづくりが着実に推進し、「人がつどい　まちが輝く
快適環境実感都市」の実現に向けて、歩みを進めました。

▲合併記念式典（５／27）

　さいじょうフェスティ
　バル2005での「川嶋あ
　いライブ」
　（７／30・31）

新兵衛大橋開通
（３／22）

▲
▲

総合福祉セン
ターの渇水の
様子

▲

　2005年は、２市２町
の合併を記念して、さ
まざまなイベントや式
典が開催されました。　渇水のため、

市では６月10日
に、水対策本部
を設置しました。

　長野で行われたスペシャルオリンピックス冬季世界大会
の500万人トーチランが西条市でも開催されました。

　新兵衛大橋の開通
を記念して、テープ
カットが行われまし
た。
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永納山城跡が国史跡に指定される（７／14）平成17年度愛媛県総合
防災訓練（９／１）

▼次世代育成支援スポーツ事業
　「佐野 野球教室 in Saijo」（８／９）

丹原町産業まつり
（12／４）

▼ヘリコプターによる台
　風21号被災地視察
　（３／12・13）

▼

▼

　河原津にある古代山城「永納山城跡」が、市では
２件目となる国史跡指定を受けました。

　平成16年の台風21号災害を教訓
に、シンポジウムや訓練など防災
への取り組みが行われました。

　次代を担う若者を育成す
るため、各種スポーツ選手
を招いてのスポーツ教室を
行っています。

　企業間の連携や技術者の共同事業などを振興し、新産業を創
造するため、有限責任事業組合（ＬＬＰ）トライアウトえひめ
が県内で初めて設立されました。

　市内各地
で夏祭りが
開催されま
した。
　地域の人
が協力して
盛大に行わ
れました。

　新鮮な米や野菜、
加工品などを展示
即売する産業祭り
が市内各地で行わ
れました。
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第
26
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
佐
伯
勇
さ
ん
が

60
ｍ
走
等
で
優
勝

本
谷
温
泉
ま
つ
り

平
成
17
年
度
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練

西
条
市
民
総
合
体
育
大
会

台
風
14
号
襲
来

衆
議
院
議
員
総
選
挙
等
投
票
日

【
合
併
記
念
】
市
民
俳
句
大
会

合
併
記
念
映
画
「
恋
ま
ち
物
語
」
、
日
経
Ｍ
Ｊ
賞
受
賞

【
合
併
記
念
】
市
民
川
柳
大
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ
２
０
０
５　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
祭
典

女
性
起
業
家
ス
ク
ー
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

西
条
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

市
民
表
彰
式

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
・
合
同
就
職
面
接
会

大
宮
橋
が
平
成
17
年
度
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て
四
国
で
１
件
認
定
さ
れ
る

第
48
回
西
条
市
産
業
祭

永
納
山
城
跡
国
史
跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

西
条
市
生
涯
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会

国
の
地
域
再
生
計
画
に「
西
条
市
カ
ブ
ト
ガ
ニ
天
国
再
生
計
画
」が
認
定
さ

れ
る

西
条
市
丹
原
町
産
業
ま
つ
り

カ
ブ
ト
ガ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル 

in 

石
鎚

（
20
日
）

（
22
日
）

（
24
日
）

（
25
日
〜
）

（
29
日
〜
８
月
８
日
）

（
30
日
・
31
日
）

（
１
日
）

（
１
日
）

（
５
〜
７
日
）

（
６
〜
７
日
）

（
９
日
）

（
13
日
〜
）

（
15
日
〜
21
日
）

（
19
日
〜
10
月
27
日
）

（
20
日
・
21
日
）

（
21
日
）

（
21
日
）

（
26
日
〜
28
日
）

（
26
日
〜
28
日
）

（
28
日
）

（
１
日
）

（
４
日
）

（
６
日
）

（
11
日
）

（
１
日
）

（
３
日
）

（
９
日
）

（
23
日
）

（
29
日
）

（
30
日
）

（
１
日
）

（
６
日
）

（
８
日
）

（
11
日
）

（
12
日
・
13
日
）

（
13
日
）

（
18
日
）

（
22
日
）

（
４
日
）

（
４
日
）

（
25
日
）
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栄
典
受
章
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栄
典
受
章
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

國田利明氏
（飯岡）

瑞宝小綬章

（教育功労）

昭和32年から38年の長き
にわたり、学校教育に携
わり、生徒の教育と健全
な育成に努力され、教育
環境の充実や豊かな人間
性を養う教育に多大な貢
献をされました。

旭日小綬章

（地方自治功労）

昭和61年から５期18年の
長きにわたり小松町長と
して、平成16年11月１日
の合併時には西条市長職
務執行者として、地方自
治の発展に多大の貢献を
されました。

瑞宝双光章

（教育功労）

伊藤節巳氏
（千町）

昭和12年から40年の長き
にわたり、学校教育に携
わり、在職期間のほとん
どを山間部の小中学校で
の教育に尽力され、小規
模校の特性を生かした個
性豊かな学校づくりに多
大な貢献をされました。

旭日双光章

（食品衛生功労）

塩﨑武司氏
（喜多川）

昭和62年から18年の長き
にわたり西条食品衛生協
会会長として協会組織の
確立に尽力され、この間、
愛媛県食品衛生協会副会
長等の要職を歴任され、
県民の健康の維持増進に
多大な貢献をされました。

瑞宝単光章

（消防功労）

安藤昭夫氏
（氷見乙）

昭和29年西条市消防団に
入団以来、49年余の長き
にわたり消防団業務に精
励し、平成12年からは西
条市消防団長として一貫
した消防精神と責任感を
もって地域住民の安全確
保に尽力されました。

旭日単光章

（地方自治功労）

茨木竹光氏
（小松町新屋敷）

塩出晧治氏
（小松町新屋敷）

昭和27年から14年余の長
きにわたり、小松町議会
議員として町政運営に参
画され、この間、副議長
等の要職を歴任され、小
松町の伸展と住民福祉の
増進に多大な貢献をされ
ました。

藍綬褒章

（更生保護功績）

秦　祥子氏
（飯岡）

昭和46年から34年の長き
にわたり、更生保護女性
会員として、地域の犯罪
予防活動と更生支援活動
を行い、女性の持つあた
たかさ、細やかさを生か
して、明るい社会づくり
に貢献されました。

　　　緑綬褒状（社会奉仕活動功績）

サークルコスモス
（古川甲）

昭和49年４月手話サークルとして発足し、現
在会員数は50名で、半数以上が高校生以下が
占めています。初心者のための車椅子介助入
門テキストを制作するほか、障害者の大会等
で車椅子や目の不自由な人をガイドするなど、
福祉の向上に貢献されました。

瑞宝双光章

（教育功労）

安永幾雄氏
（喜多川）

昭和34年から36年の長き
にわたり、学校教育に携
わり、地域・家庭との連
係を密にした学校づくり
に取り組み、豊かな人間
性を養う教育に多大な貢
献をされました。
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選挙功労者
昭和51年から24年間の永きにわたり、
旧小松町選挙管理委員会委員および委
員長として、常に明るく正しい選挙の
推進に尽力され、選挙事務の円滑かつ
効率的な執行に多大な貢献をされまし
た。

このたび、次の方々が大臣表彰を受賞されました。
心から敬意を表しますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

厚 生 労 働 大 臣 表 彰

選挙功労者
昭和28年から選挙管理委員会職員・旧
東予市選挙管理委員会委員長を歴任さ
れ、現在の選挙管理委員会委員に至る
まで通算35年の永きにわたり選挙の適
正な管理執行などに多大な貢献をされ
ました。

白石正道氏
（北条）

北風茂子氏
（飯岡）

戒田宗明氏
（楠）

萬條ハマヨ氏
（西泉乙）

首藤春美氏
（丹原町古田）

青野たみ子氏
（旦之上）

楠　ミチ子氏
（坂元甲）

ボランティア功労者
長年にわたり点字奉
仕ボランティアとし
て、視覚障害者に点
訳図書を作成、提供
するとともに、講習
事業などを通じて点
字の普及に貢献され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和50年から30年の
長きにわたり、民生
児童委員として地域
福祉の向上に尽力さ
れました。

社会福祉事業功労者
昭和54年から26年の
長きにわたり、母子
寡婦福祉連合会の役
員として母子寡婦福
祉の向上に尽力され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和56年から24年の
長きにわたり、訪問
介護員として地域福
祉の向上に尽力され
ました。

社会福祉事業功労者
昭和47年から33年の
長きにわたり、看護
師としてまた介護員
として老人ホーム入
所者の健康管理指導
に尽力されました。

社会福祉事業功労者
昭和50年から30年の
長きにわたり、奉仕
員リーダーとして共
同募金活動に尽力さ
れました。

総 務 大 臣 表 彰内 閣 総 理 大 臣 表 彰

中
学
生
・
高
校
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
者
等
発
表

○
伊
予
西
条
租
税
教
育
推
進
協
議

会
長
賞

　

松
井
彩
華　
　
（
小
松
中
３
年
）

○
四
国
税
理
士
会
伊
予
西
条
支
部

長
賞

　

秋
山
麻
衣
子（
西
条
南
中
３
年
）

○
㈳
伊
予
西
条
法
人
会
長
賞

　

石
村
悠
紀
子（
西
条
北
中
３
年
）

○
伊
予
西
条
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞

　

村
上
信
介　
（
西
条
東
中
３
年
）

　

越
智
佐
紀　
（
東
予
西
中
３
年
）

　

黒
河
由
衣　
（
丹
原
東
中
３
年
）

　

越
智
祐
太　
（
丹
原
西
中
３
年
）

■「
税
の
作
文
」協
力
校
感
謝
状

　

丹
原
高
等
学
校

　

西
条
農
業
高
等
学
校

　

小
松
高
等
学
校

　

東
予
西
中
学
校

　

西
条
北
中
学
校

　

国
税
庁
が
主
催
す
る
平
成
17
年

度
高
校
生
の「
税
に
関
す
る
作
文
」

と
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
主
催
す
る
中
学
生
の「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」に
お
い
て
、
次
の
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
高
校
生
の
受
賞
者

○
国
税
庁
長
官
賞

　

白
上
智
恵　
　
（
西
条
高
１
年
）

○
伊
予
西
条
税
務
署
長
賞

　

横
山
史
織　
　
（
丹
原
高
１
年
）

　

森　

彩
菜　
　
（
西
条
高
１
年
）

○
伊
予
西
条
租
税
教
育
推
進
協
議

会
長
賞

　

山
本
彩
加　
　
（
小
松
高
１
年
）

■
中
学
生
の
受
賞
者

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞

　

植
木
亜
咲
美（
東
予
東
中
３
年
）

○
高
松
国
税
局
長
賞

　

御
荘
あ
か
ね（
西
条
北
中
２
年
）

○
愛
媛
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞

　

猪
本
千
晶　
（
西
条
北
中
３
年
）

○
愛
媛
県
知
事
賞

　

坂
井
友
紀　
　
（
河
北
中
３
年
）

○
伊
予
西
条
税
務
署
長
賞

　

野
間
あ
ず
さ（
西
条
南
中
３
年
）

○
西
条
市
長
賞

　

久
米
奈
緒
子（
東
予
東
中
３
年
）

▶
国
税
庁
長
官
賞
の
表
彰
状
を
手
に

喜
び
の
白
上
智
恵
さ
ん
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障
害
者
の
日 

記
念
標
語
優
秀
作
品
発
表

　

障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
～
９
日
）
に
ち
な
ん
で
、

障
害
者
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た

標
語
を
市
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

■最優秀賞
支え合い　共に生きよう　この街で

渡邊瑠美（多賀小）
■優秀賞
ボランティア　一人一人が　とりくもう

秋山このみ（橘小）
あなたの望みとわたしの思い　

かよわせさかそう　笑顔の花を
法橋智慧（浦山小）

■
入
選

　

浅
木
愛
美　
　
　
　
（
玉
津
小
）

　

堀
井
美
咲　
　
　
　
（
神
拝
小
）

　

元
山
沙
恵　
　
　
　
（
吉
井
小
）

　

三
ツ
井
良
輔　
　
　
（
丹
原
小
）

　

玉
井
香
那　
　
　
　
（
小
松
小
）

■
特
別
賞

　

伊
藤
龍
樹　
　
　
　
（
大
町
小
）

　

石
料
小
百
合　
　
　
（
西
条
小
）

　

石
川
玲
奈　
　
　
　
（
神
戸
小
）

　

髙
橋
祐
平　
　
　
　
（
吉
岡
小
）

　

大
庭
は
る
か　
　
　
（
国
安
小
）

　

青
野
美
夢　
　
　
　
（
三
芳
小
）

　

桐
野
由
衣　
　
　
　
（
田
野
小
）

　

児
玉
翔
太　
　
　
　
（
徳
田
小
）

※
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲受賞されたみなさん

　11月５日から３日間、岡山市で全国障害
者スポーツ大会が開催されました。当市か
ら４人の方が出場し、立派な成績をあげら
れました。おめでとうございます。
■出場者と結果（敬称略）
嶋田貴子（東予希望の家）
　ビーンバック投：１位
　60メートル走：４位
田中克佳（東予希望の家）
　フライングディスクアキュラシー５メー
トル：５位
　フライングディスクディスタンス：５位
大本末広（西条福祉園）
　走幅跳：５位
　立幅跳：５位
村上裕樹（大町）
　800メートル走：４位
　1500メートル走：２位

　市民の皆さんと製作した映画「恋まち
物語」の取り組みが高く評価され、日経
地域情報化大賞2005において、「ＭＪ（流
通新聞）賞」を受賞しました。
　この賞は、情報技術（ＩＴ）を利用し
て地域活性化に積極的に取り組んでいる
活動を表彰するもので、映画「恋まち物
語」が多くの市民・団体の力を結集した
新しいまちづくりのモデルとして認めら
れたものです。
　詳しくは、西条市ホームページ（URL
http://www.city.saijo.ehime.jp）をご覧
ください。

　市消防本部と西条市危険物安全協会
では秋季火災予防運動行事の一環とし
て、平成17年度防火ポスター展を開催
しました。
　管内25の小学校から４年生1,080人
の参加があり、その中から次の７人が
特別賞に選ばれました。（敬称略）

■西条市危険物安全協会長賞
	 大本美里　（壬生川小）

■優秀賞	 藤田将史　　（禎瑞小）
	 安藤友美　　（神拝小）
	 伊藤将平　　　（橘小）
	 川又彩乃　　（庄内小）
	 木曽弥友　　（国安小）
	 吉岡美奈　　（小松小）
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市
内
外
か
ら
１
７
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▲推薦　西条市長賞　「川上り」　村上　巍（小松町南川）

▲特選　西条市観光協会長賞
「雅」　加藤千鶴子（朔日市）

▲特選　愛媛県カメラ商組合長賞
「氏見せ」　津島次康（禎瑞）

▲特選　西条祭振興会長賞
「クライマックス」　津島志のぶ（禎瑞）

入　選

十
亀
貞
子　
　

 

（
飯
岡
）

遊
口
親
之　
　

 

（
大
町
）

横
井
一
郎　

 

（
神
拝
甲
）

寒
川
ヒ
ロ
シ 

（
香
川
県
）

大
高
久
昌
（
四
国
中
央
市
）

大
久
保
重
義 

（
松
山
市
）

新
名
重
信 　

（
神
拝
甲
）

三
浦　

修　

 

（
松
山
市
）

加
藤
千
鶴
子 

（
朔
日
市
）

井
上
カ
メ
ヨ　

 

（
禎
瑞
）

山
台
雄
三 　

（
古
川
甲
）

津
島
一
誠 　
　

（
禎
瑞
）

岡
田
義
雄　

 

（
喜
多
台
）

石
原
艶
子 　

（
喜
多
川
）

津
島
志
の
ぶ 　

（
禎
瑞
）

胡
田
善
友 　

（
松
山
市
）

伊
藤
節
子　

 

（
喜
多
川
）

乗
松
賢
二　

 

（
松
山
市
）

穴
吹　

猛　

 

（
香
川
県
）

長
尾
健
治　

 

（
明
屋
敷
）

▲準特選　「おみこし川入り」
　大高久昌（四国中央市）

▲準特選　「差し上げ」
　髙木綾子（禎瑞）

▲準特選　「みこしが走る」
　稲田元久（松前町）

▲準特選　「去りがたくて」
　山台雄三（古川甲）

▲準特選　「金糸が集う」
　新名重信（神拝甲）
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計画の概要

計画の概要

進捗状況

　西条市の沿岸、とりわけ東予地区、丹原地区の河川が注ぐ瀬戸内海燧灘の
海岸は、自然に恵まれ、かつては「カブトガニ天国」と呼ばれるカブトガニ
の繁殖地でした。しかし、高度経済成長に伴う海岸の埋め立てや生活排水に
よる汚染などの影響で絶滅寸前の状態にあります。
　このため、市民、行政などが一体となって、カブトガニの保護活動や自然
環境の保全活動を推進するとともに、汚水処理施設整備交付金を活用して汚
水処理施設の整備を進め、小河川の水質汚濁を防止することによって、「カ
ブトガニ天国」の再生をめざし、これをもって市が掲げる「人がつどい、ま
ちが輝く、快適環境実感都市」の実現を図ろうとする計画です。 ▲カブトガニ幼生の放流

　将来の地域社会・産業を支える人材を育成するため、小学生から高校生までを対象とした起業家教育プログラムを
地域が一体となって体系的・効果的に実施できる仕組みを作ろうとする計画です。
起業家教育プログラムとは？
　単に起業家を育てるものではなく、子どもたちのチャレンジ精神や創造力を養う教育プログラムです。

西条市カブトガニ天国再生計画（平成17年11月22日認定）

西条市起業家マインド醸成計画（平成17年３月28日認定）

　平成17年度に市内の学校で６つの起業家教育プログラムを実施しています。
例えば小学５・６年生を対象とするトレーディングゲームは、市民（企業、
企業ＯＢ、保護者など）参加型のプログラムであり、学校現場での評価も高
まっています。こうした取り組みを一過性のものに終わらせることなく、一
つ一つのプログラムについて、いろいろな方々のご意見を聞きながら検証し
つつ、取り組んでいく予定です。
今後のトレーディングゲーム実施予定日
　１月17日・吉岡小学校、１月18日・周布小学校、１月19日・吉井小学校
　１月20日・丹原小学校、１月23日・神戸小学校 ▲トレーディングゲーム

　市が平成17年９月に作成した地域再生計画「西条市カブトガニ天国再生
計画」が同年11月22日に内閣総理大臣の認定を受けました。
　今月号では「西条市カブトガニ天国再生計画」の概要をお知らせすると
ともに、過去に認定された４つの地域再生計画の進捗状況についてご紹介
します。

　地域経済の活性化と地域雇用の創造を図り、持続可能な地域再生を
実現するために、「地域自ら考え、行動する」第一歩として地方公共
団体が作成する地域活性化計画です。
　計画が認定されると地域再生法（平成17年３月末までは地域再生推
進のためのプログラム）に定められた支援措置を受けることが可能に
なるとともに、なによりも西条市がめざす地域づくりについて市内外
へ情報発信できるメリットがあります。

地
域
再
生
計
画
と
は
？

地域再生計画による
地域再生計画「西条市カブトガニ天国再生計画」が国の認定を受けました
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今後の取り組み
お問い合わせ先：市庁舎本館企画課　企画調整係　℡0897－56－5151内線2522

　ご紹介したこれらの計画を着実に推進するとともに、今後とも新たな地域再生計画を作成し、
全国へ積極的に情報発信していきます。

　平成８年に開館した総合文化会館は、旧西条市中央公民館との併設施設でしたが、平成16年11月の合併を期に中央
公民館の機能を旧東予市中央公民館に統合することで、施設全体を総合文化会館施設として一体的に活用することに
しました。このことによって、あらゆるニーズに対応できる施設として機能の拡充を図り、特色ある文化芸術を創出
するとともに、個性ある文化情報の発信による魅力と賑わいあふれるまちづくりの実現をめざす計画です。

　総合文化会館は施設全体の設置目的が明確化され、一体的な活用ができるようになったことで、利用者のより専門
的で多目的なニーズへの対応が可能となりました。今後は時代に適応した市民サービスを提供できる施設として、民
間事業者の有するノウハウを広く活用する指定管理者制度の導入など新たな体制づくりを進めるとともに、現在計画
中の新図書館など「水と緑に親しめるアクアトピア空間」を共有する周辺施設との連携によって、積極的な情報発信
を行い、豊かな生活文化を醸成する賑わいのまちづくりを創造していきます。

計画の概要

進捗状況

西条市総合文化会館の再生による賑わいのまちづくり構想（平成16年６月21日認定）

　計画より半年ほど遅れましたが、平成17年12月に旧西条市社会福祉センターをインキュベータ室、ＳＯＨＯ支援室
として整備し、企業の入居を開始しました。また、技術相談室や（独）産業技術総合研究所と直結するテレビ会議システ
ムの設置も予定されるなど、同センターの産業支援機能はさらに拡充・強化されています。市は今後とも㈱西条産業
情報支援センターとの連携のもと、中小企業支援・地域産業活性化事業などを積極的に進めていきます。

　西条市産業情報支援センターと同一敷地内にある旧西条市社会福祉センターを平成17年６月末までにインキュベー
タ機能、ＳＯＨＯ支援機能、研修機能などを有する産業支援施設へと転用・
整備し、その後、㈱西条産業情報支援センターを中核に「内発型」の産業政
策を展開し、さらなる地域経済の活性化と地域雇用の創造をめざす計画です。
インキュベータ、ＳＯＨＯとは？
　インキュベータは、新規事業の創出や新分野に進出しようとする個人・企
業に対して、場所・人材・資金などの支援を行う施設です。ＳＯＨＯは、Ｉ
Ｔ（情報通信技術）を活用して事業活動を行う小規模事業者のことです。

計画の概要

進捗状況

　水素吸蔵合金を使った省エネ型冷凍・冷蔵システムを活用して、農水産品を集荷・加工・貯蔵し、消費地に供給す
るシステムを構築するとともに、食に関する研究所の設置などによって、農水産業・食品製造業などの食料産業の雇
用増加、西条ブランドの確立などをめざす計画です。
水素吸蔵合金とは？
　水素を吸収・貯蔵する性質を持った合金であり、水素を吸収するときに発熱し、放出するときに吸熱します。

　㈱西条産業情報支援センターの支援を受けて、地元企業グループが新連携計画「水素エネルギーを利用した省エネ
ルギー冷凍機等の開発と製造」（平成17年９月28日：経済産業省認定）を作成し、これに基づく事業を開始していま
す。また、省エネ冷凍・冷蔵システムを活用したビジネスモデルの構築、農工連携による食料産業の展開、食に関す
る研究所の設置などの検討も始まっています。
　この構想は第一次から第三次まで、すべての産業で関わりを持ち、新市における産業政策の柱となるものです。市
では今後とも様々な取り組みを地道かつ着実に行っていきます｡

計画の概要

進捗状況

西条市食品加工流通コンビナート構想（平成17年３月28日認定）

▲新たに整備した技術相談室

西条市産業情報支援センターの機能拡充・強化計画（平成16年６月21日認定）
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し
て
い
ま
す
。

　

「
西
条
市
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
こ
う

い
う
こ
と
な
の
で
は
？
」
「
そ
れ
に
は
、
こ

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
？
」―

よ
り
よ
い
計

画
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
〝
思
い
〟
を
交
え
た
熱

い
議
論
は
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
総
合
計
画
」
を
つ
く

る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
お
考
え
を
広
く
お
聞
き
し

て
、
で
き
る
だ
け
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

「
新
西
条
市
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

で
す
。

　
「
広
報
さ
い
じ
ょ
う
」な
ど
で
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
旧
２
市

２
町
の
各
地
区
か
ら
23
人
の
方
々
が

ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
懇
話

会
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

ご
多
忙
の
中
、
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
を
見
て
回
る
「
タ
ウ
ン
・
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
を
行
っ
た
り
、
講
師
の
方

を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
り
す

四国電力㈱から市へ、
道路用地を寄付していただきました

四国電力㈱西条発電所

工業団地

港新地

至
壬生川

至
新居浜西条高校

壬生川新居浜野田線

伊予西条駅総合文化会館

地方局 GS

GS

寄付区間
改良区間

四国電力㈱から市へ、
道路用地を寄付していただきました
　10月17日㈪に、四国電力㈱から道路用地を寄付していただき
ました。この用地は、昔、火力発電所の進入路として、また港
新地地区への生活道路として整備された道路部分です。
　今回ご寄付いただいた道路用地については、今後街路事業等
で改良を行い、伊予西条駅前から干拓地（工業団地・港新地地
区）を結ぶ道路として、有効に活用させていただきます。あり
がとうございました。

（※）ワークショップ
　地域に関わる人が参加し、さまざま
な共同作業を通じて創意工夫して、集
団としての答えを探し出し、計画づく
りなどを進めていく方法です。

①各グループで話し合いをして…

「新西条市まちづくり懇話会」活動リポート

　今、西条市では、今後10年間のまちづくりを進めるため

の指針となる、「総合計画」をつくろうとしています。

　この計画づくりのために、市民の皆さんが中心となった

取り組みが進んでいます。

「
新
西
条
市
ま
ち
づ
く
り

　

懇
話
会
」
誕
生
！

見
て
聞
い
て
、
話
し
合
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
合
で
は
「
少
子
化
と
子
育
て
支

援
」
や
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
別
に
議
論
を
し
て
結
果
を
発

表
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
※
）の
方
法
を
使

っ
て
熱
心
な
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
合
は
夜
間
に
、
旧
２
市
２
町

の
各
地
区
で
開
催
す
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
が
参
加
を
し
や
す
い
よ
う
な
工
夫
も

▶大保木地区連合自治会
長の神野顕彰氏（写真
右）を招いての台風21
号被災経験講演

◀「
タ
ウ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

の
様
子（
小
松
温
芳
図
書
館
）
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ベトナム社会主義共和国 ▲フエ市周辺の穀倉地帯
（写真提供：京都大学）

　12月７日、防災や環
境保全について研究を
進めるベトナム・フエ
農林大学と京都大学の
共同研究チームが、互
いの災害経験や防災知
識を共有しようと西条市を訪問。２日間にわたり防災に
ついての意見交換や被災地視察が行われました。

ホーチミン

ハノイ

ラオス

中華人民共和国

カンボジア

タイ

フエ農林大学と京都大学の共同研究チームが来西

▲ベトナム農林大学のトラン・
　バン・ミン学長（右）とル・
　バン・アン助教授（左）。 ▲市防災担当者との意見交換会

◀▲大保木地区の視察

大浜地区の視察▲▶

▲自主防災組織の重要性につい
　て語る京都大学大学院地球環
　境学堂の小林正美教授(右)。
　(左)はラジブ・ショウ助教授。

　

１
９
９
９
年
11
月
、
フ
エ
市
を

中
心
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
地

域
は
か
つ
て
な
い
豪
雨
に
み
ま
わ

れ
、
大
洪
水
に
よ
る
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
フ
エ
農
林
大
学
で

は
、
こ
の
洪
水
災
害
を
契
機
と
し

て
、
京
都
大
学
と
共
同
で
防
災
研

究
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

フ
エ
市
周
辺
は
２
０
０
０
㍍
級

の
山
々
、
平
野
、
海
岸
な
ど
の
地

形
か
ら
な
り
、
西
条
市
が
地
形
的

に
似
て
い
る
こ
と
、
一
昨
年
の
台

風
災
害
で
同
じ
く
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
着
目

し
、
今
回
の
西
条
市
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
主
防
災
活
動
を
先
進
的
に
取

り
組
む
フ
エ
市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
西
条

市
地
域
防
災
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
有
意
義
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

西
条
市
と
の
意
見
交
換

　

意
見
交
換
で
は
、
今
後
の
防
災

活
動
に
参
考
と
な
る
研
究
事
例
や

防
災
対
策
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

相
互
の
防
災
に
対
す
る
理
解
が
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
エ
市
が
被
災
し
た
99
年
の
大

洪
水
で
は
、
４
日
間
に
か
け
て
お

よ
そ
２
６
０
０
ミ
リ
の
豪
雨
が
降

り
、
市
全
体
が
濁
流
に
の
ま
れ
ま

し
た
。
降
り
始
め
か
ら
５
時
間
ほ

ど
で
水
位
が
２
～
３
㍍
上
昇
し
、

約
４
０
０
名
の
方
が
亡
く
な
っ
た

ほ
か
、
民
家
や
農
林
漁
業
を
は
じ

め
と
す
る
産
業
面
で
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

フ
エ
農
林
大
学
で
は
こ
の
大
洪

水
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
に
災
害
対
策
グ
ル
ー
プ
の
立

ち
上
げ
を
呼
び
か
け
、
行
政
や
各

組
織
が
連
携
し
、
地
域
レ
ベ
ル
で

災
害
知
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

フ
エ
農
林
大
学
の
ル
・
バ
ン
・

ア
ン
助
教
授
は
「
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
、

み
ん
な
で
学
ぶ
こ
と
。
そ
れ
は
住

民
同
士
の
連
携
と
信
頼
関
係
か
ら

成
り
立
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

専
門
知
識
を
集
約
し
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
が
何
を
求
め
て
い
る

か
を
考
え
、
計
画
・
実
行
し
、
問

題
点
を
再
確
認
す
る
こ
と
。
災
害

は
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

『
洪
水
と
と
も
に
生
き
る
』
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
視
察

　

被
災
地
視
察
で
は
、
大
保
木
・

大
浜
両
地
区
の
被
災
現
場
を
視
察

す
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
代
表

者
か
ら
被
災
時
や
復
旧
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今
後

の
災
害
へ
の
備
え
や
自
主
防
災
組

織
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
ア
ン
助
教
授
は
「
こ

れ
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
災
害
は
起

こ
り
う
る
。
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
に
も
、
必
ず
西
条
市
の
現
状

を
ベ
ト
ナ
ム
の
み
ん
な
に
知
ら
せ

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

西
条
市
連
合
自
治
会
と

防
災
活
動
に
つ
い
て
協
議

　

共
同
研
究
チ
ー
ム
が
西
条

市
を
訪
問
し
た
２
日
目
、
市

庁
舎
別
館
の
会
議
室
で
西
条

市
連
合
自
治
会
役
員
に
よ
る

理
事
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
理
事
会
に
お
い
て

今
後
の
地
域
防
災
計
画
の
概

要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境

学
堂
の
小
林
正
美
教
授
、
ラ

ジ
ブ
・
シ
ョ
ウ
助
教
授
に
も

同
席
い
た
だ
き
、
自
主
防
災

組
織
の
重
要
性
や
結
成
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
地
域
防
災

計
画
お
よ
び
自
主
防
災
組
織

を
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
す

る
た
め
、
西
条
市
連
合
自
治

会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
各
地
区
で
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

1� 広報さいじょう　2006　　1月号



▲四国経済産業局長から新連携計画の認定書交付を受
　ける㈱トップシステム代表取締役社長・森達雄氏。

もっと詳しく知りたい方は…
〇産業情報支援センター
　TEL0897－53－0010　FAX0897－53－0011　Eメールinfo＠saijo-sics.co.jp
サイクスのホームページもご覧ください。
　http://www.saijo-sics.co.jp/

の情報をお知らせします

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 14

募
集
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　

第
５
・
第
８
・
第
11
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
タ
室

募
集
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室

　

第
２
・
第
６
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援

室問
合
せ

　

募
集
要
項
な
ど
詳
し
く
は
、

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
支
援
室
の
入
居
者
募
集

地元企業を中心に産学官で進める新連携計画
テーマ：水素エネルギーを利用した省エネルギー型冷凍機等の開発・製造

事業計画の概要
〇従来のスーパーマーケット等で使用する中規模冷凍機はフロンを使用しており、
　オゾン層の破壊など環境問題につながっている。
〇本事業では、水素吸蔵合金の利用技術を持つ製造業が、設計技術、熱利用技術、
　クライオ（極低温）ユニット製造技術等を有する製造業等と連携することで、水
　素吸蔵合金を利用したノンフロン、ノンＣＯ２、ノンアンモニアの省エネルギー
　型冷凍機の開発・事業化をめざす。
〇この連携体で製造する冷凍機は、環境に優しく、電気代等の節約によって初期投
　資を回収できることが「強み」！

連 携 体 の 構 成

㈱西条産業情報
支援センター
(独)産業技術総合研
究所四国センター

水素吸蔵合金冷凍機グループ協　力
コア企業：㈱トップシステム
　製品の製造
㈲エム・エス・イー
　各ユニットの設計・製造
㈱谷口金属熱処理工業所
　実証試験、水素吸蔵合金チップの開発

クライオユニットグループ
㈲伊藤エンジニア
　クライオユニット製造
㈱ホクト技研
　クライオユニットのパーツ製造
㈱フラスコ
　クライオユニットのパーツ加工

新居浜工業高等
専門学校

支援
協力

販売

支援
協力

㈱
日
本
製
鋼
所

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

〇役割分担が明確な
　製造体制。
〇各グループを支え
　る支援体制。
〇大手販売ツールの
　確保。

　中規模冷凍機市場であるスー
パーマーケット等は毎年４万台
の冷凍機需用があり、本冷凍機
は環境にやさしく、しかも電気
代等の節約で初期投資を回収で
きることからも、既存の冷凍機
に対する競争力が十分にある。

　従来にない水素吸
蔵合金を利用したノ
ンフロンで環境にや
さしく、しかも安価
な冷凍機を開発！

市場性連携の特徴 新事業

｢

が
ん
ば
れ
中
小
企
業｣

新
連
携
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
冷

凍
シ
ス
テ
ム
を
紹
介

　

㈱
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
西
条
市

ひ
う
ち
）
を
核
と
す
る
中
小
企
業

新
事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
新

連
携
計
画
（
異
分
野
連
携
新
事
業

分
野
開
拓
計
画
）
が
認
定
さ
れ
、

去
る
10
月
14
日
、
四
国
経
済
産
業

局
で
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
連
携
と
は
「
複
数
の
事
業
者

が
異
な
る
分
野
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
・
技
術
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
強

み
を
持
ち
寄
っ
て
、
ゆ
る
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
単
独

企
業
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
高
付

加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の

提
供
を
行
う
事
業
形
態
」
の
こ
と

で
す
。

　

計
画
の
テ
ー
マ
は
「
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
型
冷
凍
機
等
の
開
発
・
製
造
」

で
地
元
企
業
６
社
が
中
心
と
な
り
、

水
素
吸
蔵
合
金
を
利
用
し
た
ノ
ン

フ
ロ
ン
で
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
型
の
冷
凍
機
を
開
発
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
サ
イ
ク
ス
を
中

心
と
し
た
各
関
係
機
関
の
協
力
に

よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
５
年

間
で
、
専
門
家
等
に
よ
る
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
事
業
化
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

平
成
14
年
３
月
に
経
済
産
業
省

か
ら
研
究
委
託
を
受
け
、
サ
イ
ク

ス
を
中
心
と
す
る
産
学
官
の
連
携

体
に
よ
っ
て
研
究
開
発
し
た
（
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
冷
凍
シ
ス
テ

ム
）
が
、
四
国
経
済
産
業
局
主
催

の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー

博
覧
会
）
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
・
場
所

〇
日
時　

２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

〇
場
所　

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
山
市
）

〇
入
場
料　

無
料

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、「新連携計画の認定」と、「イン
キュベータ室・ＳＯＨＯ支援室の入居者募
集」についてお知らせします。
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平成17年分の所得税と
平成18年度の市県民税から次の項目が改正されます

所得税・市県民税共通の改正内容

所得税の改正内容

市県民税の改正内容

　65歳以上の方が受給する公的年金収入金額から所得金額を算出する際の計算式が次のように改正されます。

　税制改正に基づき、平成17年分の所得税と平成18年度の市県民税から適用される主な改正内容についてお
知らせします。

65歳以上の方の公的年金等控除について

　65歳以上の方で、合計所得金額が1000万円以下の方に適用されていた控除（所得税50万円・市県民税48万円）が
廃止されます。

老年者控除の廃止について

　取引を正規の簿記の原則に従って記録している方については、青色申告特別控除額が65万円（これまでは55万円）
に引き上げられます。簡易な簿記の方法で記録している方に係る経過措置（45万円の控除）は廃止されます。

青色申告特別控除の改正について

　国民年金保険料等に係る社会保険料控除の適用を受ける場合には、確定申告書を提出する際に、国民年金保険料
等の支払いを証明する書類の添付が必要となります。

社会保険料控除の改正について

　「公的年金等控除の改正」「老年者控除の廃止」に伴い、公的年金等に係る源泉徴収について、公的年金等の支
払額からの控除額等の見直しが行われます。

公的年金等に係る源泉徴収の改正について

　平成11年度以降、景気対策のための特例
措置として継続されてきた定率減税が縮減
されます。

定率による税額控除（定率減税）の縮減について

　平成17年１月１日現在で65歳以上の方は、合計所得が１２５万円以下であれば市県民税が非課税になっていまし
たが、平成20年度までに段階的に廃止されます（平成18年度は３分の１課税、平成19年度は３分の２課税、平成20
年度から全額課税）。

老年者非課税措置の段階的廃止について

　同一市町村内に均等割の納税義務者がいる場合、平成18年度からその妻の均等割免除が廃止され、均等割4500円
が課税されます。ただし、合計所得が28万円以下の方には均等割はかかりません。

妻に対する均等割免除の廃止について

お問い合わせ先

公的年金収入額 （Ａ）
260万円未満 ３３０万円未満 (Ａ)－１２０万円

３３０万円以上４１０万円未満 (Ａ)×75％－３７万５千円
４１０万円以上７７０万円未満 (Ａ)×85％－７８万５千円
７７０万円以上 (Ａ)×95％－１５５万５千円

260万円以上460万円未満 (Ａ)×75％－75万円
(Ａ)－140万円

460万円以上820万円未満 (Ａ)×85％－121万円
820万円以上 (Ａ)×95％－203万円

所 得 金 額 公的年金収入額 （Ａ） 所 得 金 額
改正前の所得計算表 改正後の所得計算表

所得割額×15％（上限４万円） 所得割額×7.5％（上限２万円）

改正前の定率減税額 改正後の定率減税額

●所得税について　　　伊予西条税務署　個人課税部門　℡0897－56－3292
●市県民税について　　市庁舎本館　市民税課市民税係　℡0897－56－5151　内線2262
　　　　　　　　　　　東予総合支所　税務課市民税係　℡0898－64－2700　内線123
　　　　　　　　　　　丹原総合支所　税務課市民税係　℡0898－68－7300　内線214
　　　　　　　　　　　小松総合支所　税務課市民税係　℡0898－72－2111　内線114
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への 
お問い合わせ先 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　

消
防
法
お
よ
び
西
条
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、

戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

■
設
置
義
務
化
の
期
日

〇
新
築
住
宅

　

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

〇
既
存
住
宅

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

■
設
置
が
必
要
な
場
所

〇
寝
室
、
階
段
、
廊
下

〇
台
所
（
任
意
設
置
）

■
悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
や
消
防
署
で
は
火
災
警
報
器

な
ど
の
販
売
や
、
業
者
に
販
売
の

委
託
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
適
正
な
価
格
で
の
販
売
や
、

購
入
を
強
引
に
勧
め
る
悪
質
な
業

者
に
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
消
防
本
部
予
防
課

TEL
０
８
９
７―
５
６―

０
２
５
１

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

TEL
０
１
２
０―

５
６
５―

９
１
１

お
年
寄
り
を

火
災
か
ら
守
ろ
う
！

　

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約

９
割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。

　

住
宅
火
災
の
多
く
は
、
高
齢
者

が
就
寝
中
に
、
タ
バ
コ
や
暖
房
器

具
が
発
火
源
と
な
っ
て
、
布
団
や

衣
類
な
ど
に
着
火
す
る
こ
と
で
発

生
し
て
お
り
、
死
に
至
っ
た
原
因

は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
火
災
か
ら
お
年
寄
り
を
守
る
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト

〇
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て
外
出

し
な
い
。
や
む
を
得
ず
外
出
す

る
と
き
は
、
隣
近
所
に
声
を
か

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
寝
た
き
り
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

万
一
に
備
え
て
、
隣
近
所
で
助

け
合
え
る
協
力
体
制
を
作
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
お
年
寄
り
の
部
屋
の
カ
ー
テ
ン

や
寝
具
類
は
、
防
炎
製
品
を
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　

１
月
26
日
は
法
隆
寺
金
堂
の
壁

画
が
焼
損
し
た
日
（
昭
和
24
年
）

で
す
。
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
こ

の
日
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
30
年

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
１
月
26
日
を
中
心
と
し

て
、
文
化
財
を
火
災
や
地
震
な
ど

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
毎
年
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
へ
残
し

て
い
く
た
め
、
文
化
財
の
防
火
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

１
月
の
市
税
ご
よ
み

20
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

分
の
督
促
状
の
発
送

31
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

家
屋
取
り
壊
し
・
住
宅
用
地
変

更
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
課
税
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
早
め
に
担
当
課
へ
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
変
更
を
し
た
方
へ

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
そ
の

宅
地
が
住
宅
用
地
で
あ
る
か
否
か

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
地
を
住
宅
以
外
の
用
地

に
変
更
し
た
方
、
住
宅
以
外
の
用

地
を
住
宅
用
地
に
し
た
方
は
、
早

め
に
担
当
課
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
届
け
出
先　

〇
市
庁
舎
本
館
資
産
税
課

　

資
産
税
第
１
係
・
第
２
係

　
（
内
線
２
２
７
３
・
２
２
７
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
税
務
課

　

資
産
税
係　
　
（
内
線
１
２
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
税
務
課

　

資
産
税
係　
　
（
内
線
２
１
５
）

〇
小
松
総
合
支
所
税
務
課

　

資
産
税
係　
　
（
内
線
１
１
３
）

　事業所対抗屋外消火栓操法大会は、自衛消
防隊員の消防技術錬磨、防火意識の高揚、初
期消火活動の迅速化を図るため毎年開催して
います。
　平成17年度の大会は、11月10日に市消防本
部で開催され、屋外消火栓を設置する市内の
事業所の中から13チームが参加しました。
　各チームとも、
統制のとれた節度
ある動きで、日ご
ろの成果を発揮し
て競い合っていま
した。
■入賞チーム
〇第１位　大阪銘板㈱西条事業部
〇第２位　パナソニック四国エレクトロニク
　　　　ス㈱西条地区
〇第３位　アサヒビール㈱四国工場

事業所対抗
屋外消火栓操法大会を開催しました
事業所対抗
屋外消火栓操法大会を開催しました
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源
泉
所
得
税
の
徴
収
状
況
調

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

給
与
所
得
な
ど
の
源
泉
所
得
税

に
つ
い
て
、
平
成
17
年
分
源
泉
所

得
税
の
徴
収
状
況
調
（
合
計
分
）

の
提
出
期
限
は
１
月
31
日
㈫
で
す
。

　

提
出
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署
法

人
課
税
部
門

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
３

公
的
年
金
等
の
確
定
申
告
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
に
、

確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

別
表
の
と
お
り

■
説
明
会
で
必
要
な
書
類

〇
確
定
申
告
書
（
な
い
場
合
は
当

日
お
渡
し
し
ま
す
）

〇
平
成
17
年
分
の
給
与
所
得
・
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

※
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る

方
は
、
そ
の
所
得
の
計
算
に
必

要
な
書
類
な
ど
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
が
分
か
る
書
類

〇
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払

い
を
証
明
す
る
書
類

〇
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

〇
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
、
所
得

控
除
に
必
要
な
書
類

〇
住
宅
借
入
金
な
ど
、
特
別
控
除

に
必
要
な
書
類

〇
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

〇
印
章
・
筆
記
用
具
・
電
卓

※
税
法
改
正
に
よ
る
申
告
者
の
増

加
で
、
当
日
は
か
な
り
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
控

除
等
を
受
け
る
方
と
公
的
年
金

以
外
に
収
入
が
あ
る
方
で
、
収

支
計
算
の
必
要
な
方
は
事
前
に

計
算
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署
個

人
課
税
第
一
部
門

TEL
０
８
９
７―
５
６―

３
２
９
２

産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
17
年
12
月
25
日
か
ら
施
行
し

ま
し
た
。

■
改
正
後
の
産
業
別
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
４
０
円

②
一
般
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
５
６
円

③
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業

　

１
時
間　

７
１
６
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

１
時
間　

７
６
４
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

６
７
０
円

※
④
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

金
額
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

※
①
～
⑤
の
労
働
者
と
、
①
・
③

の
業
種
に
は
、
最
低
賃
金
の
適

用
除
外
と
な
る
労
働
者
・
業
種

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
９―

９
３
５―

５
２
０
５

〇
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
９
７―

３
７―

０
１
５
１

年
金
を
受
け
る
に
は
裁
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を

受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
年
金

を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
（
裁

定
請
求
）
を
し
な
い
と
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

裁
定
請
求
を
す
る
に
は
、
裁
定

請
求
書
と
必
要
書
類
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
、

加
入
し
て
い
る
年
金
の
状
況
で
異

な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

　

詳
し
く
は
、
各
提
出
先
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

TEL
０
８
９
７―

３
５―

１
３
０
０

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

国民年金１号被保
険者期間のみの方

国民年金３号被保
険者期間のある方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が国民年金の方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が厚生年金の方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が共済年金の方

裁定請求を行う
年金の種類年金の加入状況

老齢基礎年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金

障害・遺族年金

老齢基礎年金
老齢厚生年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
障害・遺族年金

■裁定請求書の提出先

裁定請求書などの提出先

〇初診日・死亡日の加入制度が１号被保険者期
　間の方は、西条市役所担当課
〇初診日・死亡日の加入制度が３号被保険者期
　間の方は、新居浜社会保険事務所

西条市役所担当課

新居浜社会保険事務所

新居浜社会保険事務所

新居浜社会保険事務所

それぞれ加入していた共済組合

最後に勤めていた事業所を管轄する社会保険事
務所
※退職している場合は新居浜社会保険事務所

〇１号被保険者とは自営業・農林漁業・学生などの加入者で、３号被保険者とは厚生年金・共済年金加入者の配偶者です。
〇初診日とは被保険者が障害の原因となった病気やけがの初診の日で、死亡日とは被保険者が死亡した日です。
〇老齢基礎年金は、保険料の納付期間と免除期間を合計して25年以上（受給資格期間）ある人が65歳になったときに支給さ
　れます。希望すれば60歳から繰り上げ支給を請求することもできますが、その場合は支給額が減額されます。
〇老齢厚生年金は、１カ月でも厚生年金に加入した方が老齢基礎年金の受給資格期間を満たしている場合、65歳になったと
　きに報酬比例の年金を老齢基礎年金に上乗せして支給されます。
〇１年以上厚生年金の加入期間がある方は、60歳から65歳までの間、特別支給の老齢厚生年金が支給されます。

■確定申告説明会の日時・場所

丹原

地区

小松

東予

西条

場　　　所日　　　時
丹原福祉センター
２階大会議室
小松総合支所
２階ホール
東予総合福祉センター（ほほ
えみプラザ）２階第２会議室
総合福祉センター（もてこ
い元気館）３階研修室（２）

２月８日・９日・10日・13日
 9：00～16：00

２月３日・６日・７日
 9：00～16：00

２月１日・２日
 9：00～16：00
２月１日・２日
 9：00～16：00
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市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙之谷川（小松町湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（丹原町鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙之谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道
　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 40％

平成17年４月６件 65％

平成17年４月10件 70％

平成17年４月７件 45％

平成17年４月３件 50％

平成17年４月１件 100％

平成17年３月16件 70％

平成17年３月40件 60％

平成17年２月13件 75％

平成17年３月２件 75％

平成17年３月６件 80％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 80％

復旧個所（該当地区）

河
　

川

道
　

路

河
　

川

県
工
事
関
係

区分西条市の災害復旧状況をお知らせします

　広報12月号８ページに掲載した
「環境に関するアンケートを実施
しました」で、次の誤りがありま
した。
　訂正して、お詫び申し上げます

対象者・調査票回収状況
［正］　中学３年生全員
［誤］　中学２年生全員

お詫びと訂正

ご
注
意
く
だ
さ
い

悪
徳
商
法
が
市
内
で
多
発
し

て
い
ま
す

　

「
市
役
所
か
ら
来
た
」
な
ど
と

称
し
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け

る
訪
問
販
売
、
身
に
覚
え
の
な
い

料
金
の
請
求
書
な
ど
を
送
り
つ
け

る
架
空
請
求
な
ど
、
現
在
市
内
で

は
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
徳
商
法
」
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の

方
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

悪
徳
商
法
に
は
、
悪
質
で
巧
妙

な
手
口
も
目
立
ち
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
予
防
と
対
策

〇
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請
求

は
無
視
す
る
。

〇
必
要
が
な
い
と
き
は
、
は
っ
き

り
と
断
る
。

〇
契
約
は
そ
の
場
で
決
め
ず
、
家

族
や
友
人
に
相
談
す
る
な
ど
、

十
分
に
検
討
す
る
。

■
公
的
機
関
を
名
乗
っ
た
場
合

　

市
で
は
、
訪
問
販
売
や
業
者
を

派
遣
し
て
の
販
売
を
一
切
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

相
手
が
公
的
機
関
を
名
乗
る
場

合
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な
点
が
あ

れ
ば
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
活
用

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
書
面

が
届
い
て
か
ら
８
日
間
以
内
で
あ

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約

解
除
）
が
で
き
ま
す
。
８
日
間
を

過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
適

用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

〇
市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課

　

市
民
活
動
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
６
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
３
１
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
３
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
１
２
）

〇
西
条
地
方
局
く
ら
し
の
窓
口

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
７
０
０

〇
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９―

９
２
５―

３
７
０
０

〇
西
条
警
察
署

TEL
０
８
９
７―

５
６―

０
１
１
０

〇
西
条
西
警
察
署

TEL
０
８
９
８―

６
４―

０
１
１
０

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等
の

許
可
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
市
内
で
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等
の
実
施

を
希
望
す
る
方
は
、
許
可
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
許
可
申
請
の
で
き
る
方

〇
市
内
に
本
店
も
し
く
は
支
店
を

有
す
る
法
人
、
ま
た
は
市
内
に

居
住
し
て
い
る
個
人
。

〇
塵
芥
（
じ
ん
か
い
）
車
を
保
有
、

ま
た
は
保
有
で
き
る
見
込
み
の

あ
る
方
。

〇
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
７
条
第
３
項
に

該
当
す
る
方
。

■
受
付
期
間

　

１
月
６
日
㈮
～
31
日
㈫

■
受
付
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係（
内
線
２
４
４
３
）

※
許
可
申
請
書
は
受
付
場
所
に
あ

り
ま
す
。

　平成16年９月の台風災害で多大な被害を受けた、市
内の災害復旧工事の進捗状況をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　（平成17年12月１日現在）
■主な災害復旧工事　右表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（71 件）、河川（90 件）　計 161 件
〇西条市　道路（146 件）、河川（66 件）、農林（613 件）
　　　　　公園（14 件）、その他（12 件）　計 851 件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（24 件）、河川（36 件）　計 60 件
〇西条市　道路（40 件）、河川（23 件）、農林（38 件）
　　　　　計 101 件
■平成17年12月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（10件）、河川（２件）　計12件
〇西条市　道路（15件）、河川（１件）　計16件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　233件・85％　〇西条市　968件・60％
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お
知
ら
せ



　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、心
室細動などの心肺停止患者に電気ショッ
クを与える装置です。
　ＡＥＤの電源を入れると、音声で操作
方法が指示され、専門的な知識がなくて
も簡単な操作で救命処置が行えます。
　毎月、消防署で開催している市民救命
士養成講習会では、ＡＥＤを含めた心肺
蘇生法の講習を行っています。

ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）

▲

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

第52回西条市民サッカー大会 ひうち陸上競技場

石井杯サッカー大会 ひうち陸上競技場

愛媛県高等学校バレーボール
選抜大会東予地区予選大会

総合体育館
ひうち体育館

東予選手権
少年サッカー大会 予選

石井記念公園運動広場
東予運動公園多目的広場

西条市バスケットボール
協会杯

総合体育館
ひうち体育館

東予選手権少年サッカー大会
決勝トーナメント

ひうち陸上競技場

■
日
時　

１
月
８
日
㈰

　
　
　
　

12
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　
　

13
時
式
典
開
始

■
場
所　

　

総
合
体
育
館（
ひ
う
ち
１―
２
）

※
市
内
全
域
を
対
象
に
１
会
場
で

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
昭
和
61

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に

は
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

市
外
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
西

条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
方
は
、
生
涯
学
習
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
生
涯
学
習
課

　

社
会
教
育
係（
内
線
５
２
３
３
）

西
条
市
耐
寒
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
日
時　

１
月
22
日
㈰

　

９
時
受
付
開
始（
※
小
雨
決
行
）

■
場
所　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

■
部
門

　

一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の

部
、
中
学
男
子
の
部
、
中
学
女
子

の
部
、
小
学
１
～
６
年
生
男
子
の

部
、
小
学
１
～
６
年
生
女
子
の
部

※
一
般
の
部
は
高
校
生
以
上
が
対

象
で
す
。

■
参
加
方
法

　

１
月
12
日
㈭
ま
で
に
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
振
興
係（
内
線
５
２
５
５
）

〇
東
予
体
育
館

TEL
０
８
９
８―

６
５―

５
５
４
６

〇
丹
原
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
丹
原
分
室　
（
内
線
２
２
３
）

〇
小
松
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
小
松
分
室　
（
内
線
２
３
３
）

西
条
市
駅
伝
競
走
大
会

（
東
予
会
場
）

■
日
時　

２
月
５
日
㈰　

８
時
30

分
受
付
開
始
（
※
小
雨
決
行
）

■
場
所　

東
予
運
動
公
園

■
部
門
・
区
間

〇
一
般
の
部
（
５
区
間
）

〇
地
域
の
部
（
６
区
間
）

〇
中
学
生
男
子
の
部
（
６
区
間
）

〇
中
学
生
女
子
の
部
（
６
区
間
）

〇
小
学
生
男
子
の
部
（
６
区
間
）

〇
小
学
生
女
子
の
部
（
６
区
間
）

※
各
部
門
の
参
加
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
参
加
方
法

　

１
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
振
興
係（
内
線
５
２
５
５
）

〇
東
予
体
育
館

TEL
０
８
９
８―

６
５―

５
５
４
６

〇
丹
原
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
丹
原
分
室　
（
内
線
２
２
３
）

〇
小
松
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
小
松
分
室　
（
内
線
２
３
３
）

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

自
分
の
大
切
な
人
を
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
時

間
は
全
国
平
均
で
約
６
分
。
救
命

は
、
こ
の
数
分
間
に
応
急
手
当
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

積
極
的
に
講
習
を
受
け
て
、
皆

さ
ん
も
適
切
な
応
急
手
当
の
方
法

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

１
月
15
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
２
階
会
議
室

　
（
丹
原
町
願
連
寺
４
４
２―
１
）

■
申
込
先

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

平
成
18
年　

成
人
式

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会
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高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時

　

１
月
16
日
～
30
日
の
月
・
水
・

金
曜
日（
計
７
回
）　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容
（
中
級
）

　

電
子
メ
ー
ル
の
活
用
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
実
用
な
ど

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

■
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

１
月
10
日
㈫

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
３
）

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

１
月
の
人
材
育
成
研
修
講
座

■
パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

〇
Ｊ
Ｗ
︱
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
編

　

21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯

　

９
時
～
16
時

　

受
講
料
１
万
１
５
０
０
円

〇
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作

　

７
日
㈯
・
14
日
㈯　

９
時
～
16
時

　

受
講
料
１
万
２
６
０
０
円

〇
ワ
ー
ド
基
本
操
作

　

14
日
㈯
・
21
日
㈯　

９
時
～
16
時

　

受
講
料
１
万
２
６
０
０
円

■
問
合
せ

　

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９
７―

６
６―

１
１
１
１

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

緑
地
保
全
管
理
講
習
会

　

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
や
消
毒
作

業
な
ど
に
つ
い
て
の
技
能
を
習
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

■
日
時　

１
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
、
市
内
公
園
な
ど

■
対
象

　

全
日
程
（
５
日
間
）
に
参
加
が

で
き
る
55
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
問
合
せ

　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
西
条
事
務
所

TEL
０
８
９
７―

５
５―

７
７
８
５

日 時　 １月15日㈰　９時～16時
場 所　 東予体育館

日 時　 ２月12日㈰　９時～16時
場 所　 総合体育館

■対象　小学４年生から中学生とその親
　　　　※中学生はバレー初心者に限ります。
■定員　80組（160人）
■申込方法　１月10日㈫までに下記へお申し込み
　ください。親と子どもの２人１組で参加してく
　ださい。
※この教室では、
　本来のルール
　を一部変更し
　て実施します。

■対象　小学生
■定員　200人
■申込方法　１月20日㈮ま
　でに下記へお申し込みく
　ださい。

講師：佐伯美香氏　（愛媛県出身）
　小学校時代からバレーボールを始める。1993年から全日本
に選出され、1996年のアトランタオリンピックに出場。1997
年にビーチバレーに転向し、2000年のシドニーオリンピック
では、４位入賞を果たした。

講師：徳野涼子氏　（愛媛県出身）
　大学時代まではインドアのバレーボールをプレー。卒業後、
ダイキヒメッツに入り、ビーチバレーに転向。ビーチバレー
の国内大会で数多くの優勝、準優勝を飾る。

講師：ＦＩＲＥ　ＦＯＸ（ファイル　フォックス）
　1998年に結成後、全日本フットサル選手権で優勝するなど
輝かしい戦歴を持ち、また、フットサルの日本代表選手を送
り出すなど個々の能力も非常に高い日本トップクラスのチー
ム。今年の関東フットサルリーグ１ｓｔステージでは惜しく
も得失点差で優勝を逃したが、２ｎｄステージで巻き返しを
図る。

お申し込み先　　市庁舎別館　体育振興課体育振興係　内線5255

シニアワークプログラム事業
は、高齢者の雇用就業促進を
目的に、国から委託を受けて
行っている事業です。
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講
座
・
教
室



放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
正
規
の
通
信
制
大

学
で
す
。
現
在
、
平
成
18
年
４
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
分
野
の
放
送
授
業
（
学

部
約
３
０
０
科
目
、
大
学
院
約
60

科
目
）
と
、
印
刷
教
材
（
テ
キ
ス

ト
）
を
併
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

　

15
歳
以
上
（
大
学
院
は
18
歳
以

上
）
で
あ
れ
ば
好
き
な
科
目
を
１

科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
学
士
（
教
養
）
の

学
位
の
取
得
を
め
ざ
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

２
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
合
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９―

９
２
３―

８
５
４
４

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

一
般
入
試
学
生
募
集

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は

実
践
的
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

し
て
、
国
が
設
置
し
た
工
科
系
大

学
校
で
す
。

■
募
集
学
科
・
定
員

〇
機
械
シ
ス
テ
ム
系

　

生
産
技
術
科
・
20
人

〇
電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系

　

電
子
技
術
科
・
20
人

〇
居
住
シ
ス
テ
ム
系

　

住
居
環
境
科
・
20
人

〇
情
報
シ
ス
テ
ム
系

　

情
報
技
術
科
・
20
人

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

■
入
試
科
目　

数
学
・
英
語

■
願
書
受
付

　

１
月
23
日
㈪
～
31
日
㈫

■
試
験
日　

２
月
７
日
㈫

■
問
合
せ　

四
国
職
業
能
力
開
発

大
学
校
学
務
課

TEL
０
８
７
７―

２
４―

６
２
５
５

自
衛
官
募
集

■
募
集
職
種

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
３
月
と
４
月
の
入
隊
を
希
望

す
る
方
は
１
月
31
日
㈫
ま
で
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

東
予
地
区
出
身
男
子
大
学
生
寮

東
予
学
舎　

舎
生
募
集

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
進
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員　

15
人
程
度

※
㈶
東
予
育
英
会
が
委
嘱
し
た
選

考
委
員
に
よ
る
、
書
類
選
考
で

決
定
し
ま
す
。

■
施
設
概
要

〇
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

〇
寮
費　

６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
夕
２
食
付
）

〇
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
か
ら

　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
限　

３
月
25
日
㈯

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
育
英
会
東
予
学
舎

TEL
０
４
２
４―

８
８―

６
２
６
１

※
各
高
等
学
校
へ
は
、
応
募
要
項

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　小坂交差点の立体化工事が１月23日の夜から始まります。立体化が完成する
平成19年３月末までの約１年３カ月の間、国道11号の直線レーンが上り・下り
ともに１車線ずつ減少します。このため工事に伴う車線規制中は、朝の通勤時
間帯を中心に、渋滞がさらに悪化すると考えられます。
　皆さまの工事期間中のご協力を、よろしくお願いいたします。

　国土交通省松山河川国道事務所では、朝ピーク時の渋滞緩和を目的として、
「こさか３００（さん・まる・まる）キャンペーン」を行い、キャンペーンモ
ニターとして渋滞緩和にご協力いただける方を３００人募集します。
■モニターの対象
　自動車通勤で小坂交差点を利用されている方で、通勤手段を電車やバスなど
の公共交通機関や自転車に変更してくれる方、または朝ピーク時を避けて早朝
出勤に協力してくれる方。
■モニター申し込みは、次のポータルサイト、ホームページで行っています。
〇小坂交差点立体化プロジェクト・総合渋滞対策ポータルサイト
　http://www.kosaka-cross.jp/
〇松山河川国道事務所ホームページ
　http://www.skr.mlit.go.jp/matsuyam/

１月23日から国道11号小坂交差点（松山市）で立体化工事による車線規制が始まります

お問い合わせ先
国土交通省松山河川国道事務所
調査第一課　℡089－972－0034

　松山河川国道事務所では愛媛大学と協働で渋滞シミュレー
ションを行ったところ、工事中の渋滞を工事前と同じくらい
に抑えるためには、１時間当たり２７７台の自動車の通行を
少なくする必要があることが分かりました。「こさか３００
キャンペーン」は、小坂交差点を通る自動車を「約３００台
／時」削減するという目標を掲げて行われます。

▼　小坂交差点周辺図　▼

愛媛県庁

松山市役所

松山城 道後温泉

こさか
インフォメーション
センター南環状線

東
環
状
線

小坂交差点
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　市では今後の防災活動に役立てるため、「わが家の防災まめ知識」
「災害体験談」を募集しています。お寄せいただいた防災対策・災害
体験談は、広報紙やホームページなどで市民の皆さんに紹介するとと
もに、これらを基にした防災対策小冊子の作成を計画しています。
　「災害に強いまち西条」の実現に向け、多数のご応募をお待ちして
います。

　手軽で費用のかからない防災の工夫や、防災の心構え・協力体制な
ど、ご家庭や自治会などで取り組まれている防災対策・アイデアをお
寄せください。

　「昔、豪雨で堤防が決壊した」「昔から、あの山は崩れやすい」と
いった、皆さんが過去に体験した災害での出来事や、災害に関する言
い伝えなど、後世へ語り継ぎたい災害体験談を教えてください。

　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記して、手紙、はがき、フ
ァックス、電子メールなどでお寄せください。災害体験談については
ご自宅へも伺いますので、ご連絡ください。
　宛先：西条市役所　災害復旧対策室　〒793－8601　明屋敷164
　　　　FAX0897－52－1260　　　e-mail saigai@saijo-city.jp
※公表する場合がありますので、匿名を希望する方は「匿名希望」と明記してください。

　丹原小学校の皆さんが、総合的な学習の時間
に「地震対策」について調べたことを、お寄せ
いただきました。
▼柱などが倒れて人が下敷きになったとき、車
　のジャッキを使うと有効である。
▼地震のときの火災原因で多いものに、漏電が
　ある。避難するときは、ブレーカーを切って
　おくと良い。
▼いざというとき、近所づきあいが大切になっ
　てくる。近所づきあいがあれば、互いの助け
　合いができる。
▼食器棚のガラスに飛散防止フィルムをはって
　おくと、ガラスが飛び散らない。
▼夜はカーテンを引いておくと、窓ガラスが割
　れても飛散しない。
▼寝床の近くにスリッパや靴を置いておくと、
　避難するとき役に立つ。（ガラスなどが飛散
　して逃げられないことが多い）

　応募くださった丹原小学校の安藤宏幸先生は
「まだまだたくさんありました。ちょっとした
工夫で地震災害を防ぐことができるのかと、感
心しました」とおっしゃっていました。

防災まめ知識・災害体験談について詳しくは、市庁舎別館４階災害復旧対策室（内線5843）へ。

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

新屋敷団地
西条市小松町新屋敷甲2422－2

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

新居浜南団地
新居浜市庄内町４－４

新居浜東団地
新居浜市庄内町１－４

多喜浜団地
新居浜市阿島甲1015－295

多喜浜第２団地
新居浜市阿島甲1015－332

磯浦団地
新居浜市磯浦町乙362－1

中耐、３階

簡耐、２階

中耐、４･５階

木造、２階

中耐、３･４階

中耐、３階

中耐、３階

中耐、３階

中耐、５階

※家賃は申込者の収入で決定されます。

３ＤＫ（54戸）

２ＤＫ（84戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

３ＤＫ（50戸）

３ＤＫ（48戸）

３ＤＫ（36戸）

３ＬＤＫ（21戸）
２ＤＫ（９戸）

３ＬＤＫ（10戸）、２ＤＫ（15戸）
１ＬＤＫ（５戸）

型別（管理戸数）構造、階数団　 地 　名
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西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700 
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111 

引
き
続
き　

募
集



いしづちやま

加茂川橋

水都橋

古川橋

地方局

市役所

総合文化会館

JR

新加茂川橋
GS

建設地

古川団地２区位置図

　市営住宅の整備は、高齢社会に対応した住宅政策の柱と
して位置付け、市では平成16年度から「古川団地２区」の
整備を進めてきました。
　このたび、１月中に「古川団地２区」が完成しますので
次のとおり入居者の募集を行います。

申込受付期間　１月10日㈫～20日㈮

団　地　名　　古川団地２区
戸　　　数　　60戸
所　在　地　　古川甲２５２番地５
構　　　造　　鉄筋コンクリート造・６階建
共同施設等　　駐車場（60区画）、エレベー
　　　　　　ター、全戸バリアフリー仕様等

■申込受付期間　１月10日㈫～20日㈮
■申込受付場所　市庁舎別館２階　建築住宅課
　　　　　　　　東予総合支所２階　都市整備課
　　　　　　　　丹原総合支所１階　建設課
　　　　　　　　小松総合支所３階　建設課
■申し込みに必要な書類
　申込受付場所で申込書を配布しています。その他必要
な書類については、配布時に説明します。
■募集する戸数
　全戸数は60戸ですが、建て替えに伴う前居住者の再入
居のため、今回の公募戸数は48戸の予定です。（下表参照）
■入居の決定
　各型別（住戸タイプ）ごとの申込者の中から、抽選で
決定します。併せて、空き住宅が生じた場合を想定して
補欠入居者も決定します。
※補欠入居者の有効期間は平成18年３月31日までです。
■抽選の日時・会場
　日時：１月31日㈫　10時
　会場：市庁舎本館５階　大会議室
■入居予定日
　入居決定後、すみやかに入居手続きを行い、平成18年
２月中の入居を予定しています。

　資格要件は法令および条例等に規定しており、入居に
は、次の１～４すべてに該当していることが必要です。

１．現に同居し、または同居しようとする親族があるこ
　と（単身者向けに該当する場合を除く）。
　※同居しようとする親族には、婚姻の届出をしていないが事実
　　上婚姻関係と同様の事情にある人および婚姻の予約者（３カ
　　月以内）を含みます。ただし関係書類の提出が必要です。
　※単身向けの入居申込者については、年齢制限（50歳以上）な
　　どの入居基準があります。

　※裁量階層とは次に掲げる世帯です。
　　①入居者（世帯主）の年齢が50歳以上であり同居者のいずれ
　　もが50歳以上または18歳未満である方、②身体障害者、③精
　　神障害者、④知的障害者、⑤戦傷病者、⑥原爆被爆者、⑦海
　　外からの引揚者、⑧ハンセン病療養所入所者。

２．現に住宅に困窮していることが明らかであること。
３．入居申込者および同居しようとする親族の収入（公
　営住宅法に規定する月収）が、次の収入基準に適合す
　ること。
　　一般世帯：月額20万円以下
　　裁量階層：月額26万8,000円以下

４．市税等の滞納がないこと。

住 宅 の 概 要

〇市庁舎別館建築住宅課　　住宅係　　　℡0897－56－5151 内線2756
〇東予総合支所都市整備課　建築住宅係　℡0898－64－2700 内線231
〇丹原総合支所建設課　　　都市計画係　℡0898－68－7300 内線220
〇小松総合支所建設課　　　都市計画係　℡0898－72－2111 内線335

住戸タイプごとの募集対象世帯・戸数など
住戸タイプ

一般世帯 ３ＬＤＫ23戸

48戸

77.9～
 78.0㎡ 34,400 ～ 73,600円Ａ ３～６階

老人同居世帯 ３ＬＤＫ 4戸 77.9～
 78.0㎡ 34,400 ～ 73,600円Ｂ ２階

車椅子対応(障害)世帯 ２ＬＤＫ 6戸 75.4～
 76.2㎡ 33,300 ～ 72,400円Ｃ １階

老人夫婦世帯 ２ＤＫ10戸 57.9㎡ 25,600 ～ 56,200円Ｄ １～６階

単身世帯 １ＤＫ 5戸 49.4㎡ 21,800 ～ 47,900円Ｅ １～６階

募集対象世帯・戸数 間取り 床面積 家　　賃

計（募集予定戸数）

完成予想図

�� 広報さいじょう　2006　　1月号



石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29
TEL0898－76－3111（オアシス）　TEL0898－76－3511（椿交流館）

1月の休館日　※年始も開館します。
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　TEL0898－75－3933

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～４日
㈬、10日㈫

開館時間：10時～21時

小・中学生無料開放日
　1月７日㈯・14日㈯　10時～12時
無料クロール教室　1月28日㈯　10時30分～11時
　対象：小・中学生
水中エアロビクス　参加者募集
　1月21日㈯・28日㈯・２月４日㈯　19時～20時
　参加費：2000円（３回）
腰痛教室　参加者募集
　２月18日㈯・25日㈯・３月４日㈯　19時～20時
　参加費：2500円（３回）

考古歴史館
福武乙27－6　TEL0897－55－0419

考古学講座　1月15日㈰　※会場は大町公民館
　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター・調査課長の岡田敏彦氏
を講師に招き、「埋蔵文化財とは何か」をテーマとした講座
を大町公民館（大町68－５）で開催します。
北海道の石展　1月４日㈬～29日㈰
　故黒田武恒氏から寄贈された、北海道の鑑賞石を展示。
私達の干支作品　1月29日㈰まで
　先月に引き続き、版画、年賀切手、竹細工、押し絵、紙粘
土、水彩画、鑑賞石などの干支作品を展示します。

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬
開館時間：９時～17時

生涯学習の館
天神1－205　TEL0897－53－8686

絵画秋季県展入選作品展　1月４日㈬～31日㈫
　第54回秋季県展で入選された、市内在住者による油絵を展
示します。
水彩画・油絵教室
　毎月第1・３土曜日　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
木工創作教室
　毎月第２・４土曜日　13時～17時
　材料費は個人負担。初めての方でも簡単に作れます。

松本則子アクリル画展
　1月６日㈮～30日㈪　椿交流館
　小松町在住の松本則子さんによるア
クリル画展です。松本さんは突然大病
を患い、闘病生活の中、お見舞いでい
ただいた花を見て描きたい意欲がわい
たそうです。
　今では元気になった松本さんの心温
まる作品をご覧ください。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

小松ゆかりの絵画と歴史　－江戸時代の小松藩の歴史を中心に－
　1月15日㈰～３月29日㈬
　江戸時代を中心に、小松町の通史を文物から見ていただく
展示です。好評につき、小松ゆかりの絵画と肖像画も継続し
て公開する予定です。ぜひお越しください。

毎週木曜日・19時まで（祝祭日を除く）

　市庁舎本館市民課と各総合支所市民生活課では、毎週木曜日に次の窓口業務を延長して
行っています。なお、下記以外の窓口業務は、通常どおり17時15分までです。

印鑑登録、戸籍・住民票・印鑑証明書の交付。 どうぞ、ご利用ください。

　丹原Ｂ＆Ｇ海洋センターは、冬
でも利用できる温水プールです。
プールの使用料（２時間）
　高校生・一般：300円
　小・中学生　：200円
　幼児　　　　：100円
※幼児は保護者同伴でお越しください。

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬
開館時間：９時～22時

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬、31日㈫
開館時間：９時～17時30分
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1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬

開館時間：８時30分～17時

工芸作品展　1月17日㈫～２月３日㈮
　陶芸、木彫、彫塑、造花（ラビアンフラワー）、手芸品な
どを展示します。どの作品も趣味の域を超えたものばかりで
す。干支の版画も展示します。
丹原地区小・中学生の作品展　1月８日㈰まで
　先月に引き続き、丹原地区の小・中学生の絵と工作作品を
展示します。

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　TEL0898－68－4610

産業学習館
三津屋南２－54　TEL0898－64－7181

名画展　1月15日㈰～28日㈯　※最終日は15時まで
　市が所有している美術品のうち、穐月明画伯をはじめとす
る郷土ゆかりの著者・作家の作品14点を展示します。

西条郷土博物館
明屋敷237－1　TEL0897－56－3199

石鎚写真展　1月４日㈬～31日㈫
香炉展　1月４日㈬～31日㈫
日本史講座　1月26日㈭　13時30分～15時
　テーマ：紫式部と清少納言　講師：塩見淳氏

愛媛民芸館
明屋敷238－8　TEL0897－56－2110

干支郷土玩具展　1月31日㈫まで
　先月に引き続き、各地の「戌
（いぬ）」郷土玩具・約50点を展
示します。伝統的な郷土玩具は、
子どもたちの成長や健康を願う
お守りとして受け継がれてきた
庶民文化財です。

こどもの国　1月の行事予定

こどもの国　明屋敷131－2　TEL0897－56－8115

1月の休館日：毎週月曜日、１日㈰～３日㈫
開館時間：８時30分～17時

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬
開館時間：９時～16時30分

1月の休館日：毎週月曜日、１日㈰～４日㈬、10日㈫、
31日㈫
開館時間：10時～17時

プラネタリウム情報　新番組がスタートしました！

きかんしゃトーマス ～夜空には星がいっぱい～
　子どもたちに大人気の「きか
んしゃトーマス」とその仲間た
ちが、夜空を見る楽しさと星座
について、ゆかいに分かりやす
く教えてくれます。

　　　（投影時間：40分）

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日
㈫、10日㈫、11日㈬

開館時間：９時～17時

プラネタリウム投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

親子木工教室 28日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

21日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

15日
13：30～15：30七宝焼教室 小学生以上　定員：15人

費用：400円

28日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

７日・29日
13：30～16：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

８日
13：30～16：30おもしろ工作教室 小学生

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう

８日
10：00～12：00

小学４年生～中学生
定員：８人

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

楽しい電子工作
ストロボフラッシュを作ろう

28日
10：00～12：00

14日・21日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人

21日
13：30～15：30イラスト教室 小学３年生～中学生

定員：10人

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

９日・22日
13：30～15：30

小学生パソコン教室
シリーズⅢ①②③

申込期限：１月５日
小学４～６年生　定員：８人
小学４年生は保護者同伴

14日・21日・28日
14：00～16：00

毎週土・日曜日
14：00～14：30おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

楽しい英語による大型絵本
の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

毎週土曜日
11：00～12：00子ども放送局 子ども向け番組の放送

15日
13：30～16：30小学生将棋大会 小学生　定員：24人
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児 童 館 の お 知 ら せ

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　TEL0897－56－2511
■新春もちつき大会
　１月８日㈰　10時
※幼児は保護者が同伴してください。お餅がなく
なり次第終了します。
■ゲーム遊び
　１月14日㈯　14時～15時30分
　対象：５歳～小学生
※小学生以外は保護者が同伴してください。
■親子体操（申込必要　定員：15組）
　１月17日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者
■太極拳（申込必要　定員：15人）
　１月21日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生から大人まで参加できます。
西条西部児童館　氷見西新開59　TEL0897－57－6061
■こども映画会「日本昔ばなし」
　１月７日㈯　13時30分～14時30分
■新春もちつき大会（申込必要　定員：20人）
　１月14日㈯　10時～12時
　対象：小学生
■たこ作り（申込必要　定員：15人）
　１月28日㈯　10時30分～12時
　凧（たこ）作りに挑戦してみよう！
東予西児童館　広岡甲92－2　TEL0898－66－5342
■新春ゲーム大会
　１月７日㈯　13時30分
　「大型かるた取り」「ふくわらい」で遊ぼう！
■かんたん工作
　１月18日㈬　15時
　牛乳パックでフリスビーを作ります。
■こども映画会「マダガスカル」
　１月28日㈯　13時30分
丹原児童館　丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960
■もちつき大会（申込必要）
　１月22日㈰　10時30分～13時
　ＶＹＳと母親クラブの皆さんの協力で、臼（う
す）と杵（きね）を使ったもちつきをします。
■ジャンボかるた取り
　１月28日㈯　14時
　温かい「ぜんざい」も用意しています。
■駄菓子屋さん
　１月11日㈬・18日㈬・25日㈬　14時30分
　10～30円の駄菓子を販売しています。

▼1月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間
　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。カワセミ号を
ご利用いただくには、西条図書館の利用カードが必要です。
　詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。
■1月10日・24日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50 ～ 11：30）→中
川公民館（14：00 ～ 14：50）→氷見公民館（15：30 ～ 16：20）
■1月17日・31日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→港新地集
会所（13：30 ～ 14：00）→生涯学習の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：
20 ～ 16：20）
■1月４日・18日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡戻川集会所（11：00 ～ 11：30）→飯岡
公民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入口（14：50 ～ 15：20）→ＪＡ西条玉津支
所（15：40 ～ 16：10）
■1月11日・25日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→舟形バス停横（11：00 ～ 11：30）→新
御堂児童公園（13：30 ～ 14：00）→野々市集会所（14：10 ～ 14：40）→橘公民
館（14：50 ～ 15：20）→神戸公民館（15：40 ～ 16：30）
■1月７日・21日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50～ 11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30～ 14：20）→大町公民館（14：40～ 15：30）
■1月14日・28日（土曜日）
　石根公民館（10：00 ～ 10：40）→氷見西町集会所（11：00 ～ 11：30）→旧西
田郵便局横（13：30 ～ 14：10）→禎瑞中組（14：30 ～ 15：00）→八幡集会所（15：
20 ～ 15：50）
■1月８日・22日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00 ～ 10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00 ～ 11：30）→
ＪＡ周桑徳田支所（14：00 ～ 14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00 ～ 15：40）
■1月15日・29日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→田野公民館（14：00 ～ 14：40）→佐伯記念館（15：00 ～ 15：50）

西条図書館　　　明屋敷238－2	 TEL0897－56－2668

東予図書館　　　周布427	 TEL0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1	 TEL0898－72－5634

ひとつ屋根の下に
独身女性と男性が
２人。スープでつ
ながる恋の花咲く
長編小説。

出版：新潮社

ふわふわしてい
る外に出かけた
けれど、ふわふ
わでも寒いので
急いでおうちに
帰ったら…。
冬、満喫絵本。
出版：小学館

今月の新着本
スープ・オペラ
阿川佐和子／著

ふゆはふわふわ
五味太郎／作

1月の休館日：毎週月曜日、１日㈰～３日
㈫、10日㈫

開館時間：８時30分～ 17時

東予郷土館 周布427　TEL0898－65－4797

館蔵品展　２月15日㈬まで
　先月に引き続き、絵画や掛軸など当館
が所蔵する美術品の一部を展示します。
ぜひご覧ください。

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日
㈫、11日㈬

開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

1月の休館日：毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日
㈫、11日㈬、31日㈫

開館時間：９時30分～19時

穐月明「鉢中の天」▶
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人権・同和教育シリーズ　No.14

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚く

お礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ

▽大西　薫（下島山）、▽栗田和子（大町）、▽山之内一夫

（新市）、▽一色賢輝（三津屋）、▽石丸光明（新市）、▽有

田　豊（三津屋南）、▽相原リツ子（大野）、▽柳瀬高尹知（丹

原町関屋）、▽愛媛県宅地建物取引業協会周桑支部、▽電

源開発㈱、▽ベンチャースピリッツスクール in 西条、▽

創作の家陶芸クラブ、▽国興産業㈱、▽中川小学校、▽知

里歌謡教室、▽西中ナイター利用者協議会、▽丹原東中学

校ＰＴＡ

■老人ホーム明水荘へ

▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散髪　伊藤泰博

（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導

　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）・長瀬　皋（中野甲）、

▽歌など　天理教道前支部、▽歌・踊り・現金　百寿会、

▽現金　百寿会婦人部、▽コーヒーフェア招待　栄町上組

商店街

■老人ホーム石燧園へ

▽プランター植の花・パットライス　東予・周桑地域労働

者福祉協議会、▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部、▽歌など

　天理教道前支部、▽踊りなど　小松地区老人クラブ連合

会女性部

■特別養護老人ホーム道前荘へ

▽喫茶・カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グル

ープ、▽プランター植の花・パットライス　東予・周桑地

域労働者福祉協議会

地区別人権・同和教育研究協議会就学前教育分科
会に参加して　　　　　　人権教育指導員　秋川 暢宏
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あっ、ジュースをこぼした！ちょっと手が汚れた！
こんなとき、ティッシュではなく、ふきんで拭きま
しょう。使ったティッシュもごみになりますよ。

※ふきんを洗うときに使う水の量と比べて、ティッシュを作る
　ときに汚す水は約２倍です。

『国際ソロプチミストいしづち』から
図書カードが贈呈されました

　国際ソロプチミストいしづちの結成10周年を記念して、11月20

日に開催された『認証10周年記念式典』において、井上政子会長

から伊藤市長に図書カードが手渡されました。

　図書カードは、市内３図書館および社会教育施設における図書

の充実に活用させ

ていただきます。

ありがとうござい

ました。

▶国際ソロプチミ
ストいしづち認
証10周年記念式
典の様子
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　エフエム愛媛公開録音「さだまさし・佐田玲子トー
クＬＩＶＥ」を総合文化会館で開催しました。2002年
にも同公開録音で西条市を訪れた、さだまさしさんと
佐田玲子さんは「西条の水はおいしい」と絶賛。伊藤
市長も交えて「ふるさとからの便り」をテーマに、軽
快なトークが繰り広げられました。トークの後は、さ
だ兄妹によるアコースティックＬＩＶＥもあり、満員
の客席からは、盛大な拍手がわきあがっていました。

　東予郷土館で開催されたカブトガニフェスティバル
では、「干潟の機能」と題して愛媛大学沿岸環境研究
センター・大森浩二助教授による講演会が行われまし
た。その後、カブトガニ幼生飼育説明会があり、新た
に15人の幼生飼育ボランティアが誕生しました。

　地域再生計画「西条市食品加工流通コンビナート構想」の行動
計画を検討する委員会(委員長：東京農業大学・山本出名誉教授)
が産業情報支援センターで開催されました。委員会では「食の総
合研究所（仮称）」創設に向けての意見交換が行われました。

　愛媛県が平成17
年５月に改訂した
東予港港湾計画の
早期実現を図るた
め、20 0企業・10
団体が会員となっ
て同年10月に発足
した「東予港港湾
整備促進期成同盟
会」による総決起
大会が開催されま
した。
　大会では船舶の大型化に対応した岸壁や耐震強化岸壁の整備、
津波・高潮対策の防波堤整備などについて、早期実現に向け国や
県に要望していくことが決議されました。

　９月開催の丹原会場に引き続き、差別をなくする市民のつどいが市内
３会場で開催されました。西条会場では差別で消えた伝統芸能の復活に
向けた取り組みについての講演、東予会場ではダウン症の兄と家族との
関わりについての講演、小松会場では歌に託して差別解消への想いを伝
える人権コンサートが行われました。

　丹原総合支所駐車場で
開催された「丹原町産業
まつり」では、採れたて
の農産物などの展示即売
や商店連盟等による商品
市などが行われました。
恒例の餅投げも行われ、
大勢の買い物客や家族連
れで賑わっていました。

▲阿波木偶箱廻しを復活する会の皆さんによる
　講演（11／20　西条会場）

▼落語家・露の団六さんによる講演
　　　　　　（12／３　東予会場）

　ナースログ・アンドの皆さ
　んによる人権コンサート
　　　（12／４　小松会場）

▼

11／18　さだまさし・佐田玲子
　　　　トークＬＩＶＥ

12／４　カブトガニフェスティバル

差別をなくする市民のつどい

12／４　西条市丹原町産業まつり

12／16　｢食の総合研究所」創設に向けて
　　　　検討委員会を開催

11／30　東予港港湾計画の早期実現
　　　　めざして総決起大会
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　合併を記念して、第７回小松町商工会長杯グラウンドゴルフ
大会が小松中央公園グラウンドゴルフ場で開催されました。
　212人が参加し、秋晴れのすがすがしい青空の中、広い芝生
の上で白熱したゲームが繰り広げられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温かさを分かち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合おうと、市内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に住む外国人や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周桑病院に集ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、クリスマス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会を開催しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会では、フラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンスやヒップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホップ、クリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスソングなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を披露し、入院
患者を楽しませていました。市の国際交流員アイリーン・リン
さんは、「手作りのプレゼントを渡す瞬間に見た患者さんの笑
顔がとてもうれしかったです」と、話してくれました。

　小学校（西条地区）音楽フェスティバルが総合文化
会館で、小学校（東予・周桑地区）音楽フェスティバ
ルと中学校音楽フェスティバルが丹原文化会館でそれ
ぞれ開催されました。
　豊かな表情で歌う子どもたちの歌声や楽器が奏でる
見事なハーモニーが、関係者や一般の来場者を魅了し、
合唱や演奏が終わるたびに大きな拍手を受けていまし
た。

　丹原文化会館で開催された「ピアノマラソン～
サンタからの贈り物～」には、幼児からお年寄り
まで約500人・総勢273組の市民が参加しました。
　思い思いのピアノ演奏に加えて歌や踊りも披露
され、２日間にわたって美しい音色が響き渡って
いました。

　子どもたちの健全育成を図るた
め実施している、次世代育成支援
スポーツ事業では、今回、硬式テ
ニス教室と軟式野球教室を開催し
ました。
　プロの技術を習得しようと、参
加した子どもたちは熱心に講師の
指導を受けていました。

小
学
校
（
東
予
・
周
桑
地
区
）
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　

（
11
／
30
）

▼佐藤直子テニス教室
　　　　　（11／20）

　第２回佐野野球教室
　　　　　（12／４）

▼

▼
小
学
校
（
西
条
地
区
）
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
12
／
６
）

▼

中
学
校
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　

（
12
／
７
）

▼

12／９　今夜はみんなでクリスマス

12／10・11　ピアノマラソン

11／21　グラウンドゴルフ大会

小学校・中学校音楽フェスティバル

先生はプロスポーツ選手
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外国語指導助手
アビゲイル・リー・
　　　　　モーンさん

Hello, Saijo!　
　私の名前はAbigail Lee Mohn（アビゲイル・リ
ー・モーン）です。アビーと呼んでください。アメリ
カのジョージア州出身です。
　平成17年の７月末に日本に来て、もうすぐ半年にな

ります。今、丹原に住んでいて、ここがとても気に入りました。みんなが温かく歓迎してく
れるし、いつも手伝ってくれます。まちの人に色々とお世話になり、本当に感謝していま
す。
　現在は、丹原西中学校の専属外国語指導助手（ＡＬＴ）です。そのほかに、田野小学校、
中川小学校、田滝小学校、徳田小学校でも英語を教えています。しかし、今年の２月から丹
原東中学校と丹原小学校にかわる予定です。
　中学校と小学校で教えることはとても楽しいです。日本で仕事する機会に恵まれて、あり
がたいと思っています。英語の授業を一緒に楽しみましょう！　See you!

＜訳：アイリ－ン・リン＞

アビゲイルの自己紹介No.9
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中央保健センター　℡0897‒52‒1215　神拝甲324‒2　総合福祉センター内　
東予保健センター　℡0898‒64‒5333　周布606‒1　東予総合福祉センター内
丹原保健センター　℡0898‒68‒7300　丹原町池田1762‒1　丹原総合支所北隣
小松保健センター　℡0898‒72‒6363　小松町新屋敷乙48‒1　小松地域福祉センター内

▼歩け歩け教室合同学習会
○１月10日㈫　10時～　小松保健センター
○問合せ　小松保健センター

▼ウォーキング完了認定者
　12月に完了認定証を交付した方は、次のと
おりです。（敬称略）
◆四国一周コース（940km）
　梶　的賀（北条）　　菅　宗三（三芳）
　宮崎一夫（福武甲）　將積辰夫（樋之口）
　越智　昭（丹原町関屋）
　石原トヨミ（丹原町池田）
　米田冨美子（福武甲）
◆北海道一周コース（2,190km）
　上西幸治（古川甲）　上西美代子（古川甲）
　首藤艶子（円海寺）
◆本州一周コース（5,340km）
　越智萬吉（今在家）　芥川コノヱ（大野）
　髙橋　勉（大町）
◆全国一周コース（10,310km）
　山内昌子（実報寺）

平成16年度（11月～３月）

40歳～59歳
23.8％

60歳～64歳
23.8％

65歳～69歳
25.6％

70歳以上
26.8％

40歳～59歳
16.0％

60歳～64歳
31.3％

65歳～69歳
17.4％

70歳以上
35.3％

平成17年度（４月～10月）
　平成17年度は、13の教室を開
催し、延べ2,452人の方が参加
しました。

■教室参加者の改善状況
・参加者の約54％の方が、体力
　年齢が若くなりました。また、
　約73％の方の体脂肪が減少し
　ました。

■参加者の声
・近所を歩くくらいなら、杖な
　ど支えるものが必要なくなり
　ました。
・身体を動かすのが楽になり、
　疲れにくくなりました。

　平成16年度は、17の教室を開
催し、延べ1,495人の方が参加
しました。

■教室参加者の改善状況
・参加者の約52％の方が、体力
　年齢が若くなりました。また、
　約20％の方の体脂肪が減少し
　ました。

■参加者の声
・腰や膝の痛みが楽になりまし
　た。
・起き上がりや階段の昇り降り
　が楽になりました。
・運動することの気持ちよさが
　実感できました。

年代別参加者状況

　平成16年11月から総合福祉センター（もてこい元気館）のふれ

あいトレーニングルーム・水浴訓練室で始まった運動教室ですが、

平成17年度は東予・丹原・小松でも教室を開催しています。

　年齢や体力にあわせて無理をしない程度に行う運動によって、

参加者がどのくらい身体が改善されたか、実際に教室に参加して

いる人の声とあわせてご紹介します。

運動教室・自由トレーニングに参加して、運動の成果を感じてみませんか

総合福祉センターでの運動教室
の様子

インフルエンザの流行期を迎えます

早めの予防接種を！
　インフルエンザは、
ウイルスによる怖い感
染症で、普通の風邪と
はまったく異なります。
感染すると重症化しや
すく、死亡する可能性
もありますので、注意
が必要です。

　インフルエンザの予防には、帰宅時の手洗
い・うがいや十分な睡眠などもありますが、
ワクチン接種が最も有効です。子どもからお
年寄りまで、早めの予防接種でインフルエン
ザの流行期を乗り切りましょう。

▲おめでとうございます。
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「健康づくり応援施設」を募集しています
　県では、栄養成分を表示する飲食店等や、禁煙･分煙に取り組む集会場やホテ
ル・病院などを「健康づくり応援施設」として認定しています。認定されると、
｢栄養成分表示店｣、｢えひめ愛の禁煙・分煙認定施設｣の名称を使用でき、県ホー
ムページへも掲載します。
　現在、認定施設を募集しています。お気軽にご応募ください。
応募・問合せ先
　西条保健所健康増進課健康づくり推進係　TEL0897－56－1300内線319

■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ

　子どもが遊んだり保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（２・９日を除く）

　９時～ 16 時

○場所・問合せ　小松保健センター

◆乳幼児相談

１/16㈪　中央保健センター

１/18㈬　丹原保健センター

１/20㈮　小松保健センター

１/23㈪　東予保健センター

■成人向け健康相談　
◆健康相談

１/6㈮　玉津公民館

１/10㈫　禎瑞クロッケー場

１/11㈬　西条公民館

１/13㈮　神戸公民館

１/13㈮　橘公民館

１/16㈪　加茂町集会所

１/18㈬　高田集会所

１/25㈬　氷見公民館

１/27㈮　大町公民館

１/27㈮　神拝公民館

◆健康栄養相談

１/４㈬　中央保健センター

１/５㈭　飯岡公民館

１/13㈮　小松保健センター

１/17㈫　丹原保健センター

１/27㈮　東予保健センター

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等について

認定産業医が相談に応じます。

○日時　１月26日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込み　地域産業保健センタ─（TEL0897

－36－1788）・西条市医師会（TEL0897－

56－2211）

■１月の献血日程
１/20㈮　西条市役所

○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

14:00～15:30

13:30～15:30

13:30～15:00

13:30～15:00

14:00～15:30

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:00～11:00

10:00～11:30

9:30～11:30

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～12:00

子育て総合相談窓口にご相談ください！
　平成17年10月から開設しました子育て総合相談窓口も、妊婦の方、乳幼児を持
つ保護者や家族の方にご利用いただき、徐々に情報交換や仲間づくりの輪が広が
りつつあります。相談窓口では、妊娠・出産のこと、育児や発達の心配ごとなど
について専門スタッフ（助産師・保育士・保健師・栄養士・家庭児童相談員など）
が一緒に考えていきます。身体計測コーナーもありますので、お気軽にご利用く
ださい。特に、母乳育児を考えていらっしゃる方はぜひのぞいてみませんか？
　予約は必要ありませんので、都合の良い時間にお越しください。	
※２週間以内に感染症にかかった方や接触された方、治られて間もない方につき
ましてはご遠慮ください。
日時　毎週火曜日　10時～15時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）２階　健康指導室
問合せ　中央保健センター

■栄養成分表示店

対象施設
　県内の飲食店、惣菜・弁当店、
スーパーマーケット、宿泊施設など
認定事項
○必須項目
　栄養成分表示（エネルギー・脂
質・食塩相当量）、情報提供の協力
○その他選択項目
　バランスメニュー、たっぷり・ひ
かえめメニュー、ヘルシーオーダー、
バリアフリー対策

■えひめ愛の禁煙・分煙認定
　施設

対象施設
　病院、集会場、百貨店、飲食店、
事務所、体育館、ホテル、金融機
関、鉄軌道駅、官公庁施設、タク
シー車両など
認定事項
　敷地内禁煙・屋内
禁煙・屋内禁煙（テ
ナント）・車内禁
煙・完全分煙

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

１月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診 25日(水) 13：00～13：30 東予 東予

11日(水) 13：00～13：30 小松 小松平成17年８月１日～
９月30日の出生児
平成17年９月１日～
９月30日の出生児26日(木) 13：00～14：30 中央 西条

１歳６カ
月児健診 19日(木) 13：00～14：30 中央 西条

平成16年６月１日～
６月30日の出生児

11日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

12日(木) 13：00～14：30 中央 西条平成14年12月１日～
12月31日の出生児18日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松
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Advic
e

定 期 無 料 相 談
■人権相談
○１月10日㈫　13時～17時　壬生川公民館

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○毎週月・水・金曜日（２日・９日を除く）　９時～16時

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■行政相談
○１月10日㈫・２月７日㈫　13時～15時

　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○１月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230

○１月16日㈪　13時～16時　　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○１月20日㈮　13時～16時　小松農村環境改善センター

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212

■法律相談　事前に予約が必要。（予約受付は1月４日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）

○１月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○１月18日㈬　13時～17時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（２日・３日・９日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日（２日・９日を除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日（３日を除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日　13時～16時

　主催　社会福祉協議会

■司法書士法律無料相談
　１月10日㈫　10時～12時　東予総合支所第１会議室

■社会保険等相談
　１月12日㈭　10時～16時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　TEL0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○１月16日㈪・31日㈫　10時～15時30分　西条商工会議所

○１月19日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　TEL0897－35－1300

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」TEL0897－55－1018

※平日は、次の地域子育て支援センターでも子育て不安等に対す

る相談を行っています。

　○ひだまり　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽクラブ　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

■青少年電話相談
ヤングテレホン
　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－56－4976（西条警察署）TEL0898－65－4976（西条西警察署）

ヤングホットライン
　TEL089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：TEL0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：TEL0570－700－370

■交通事故相談　事前予約が必要
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：１月16日㈪

　場所　西条地方局４階　TEL0897－56－1300内線251

■土地建物取引相談
　１月８日㈰　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　TEL0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　１月10日㈫　13時～15時　東予市商工会議所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　１月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　１月18日㈬　10時～15時　市庁舎本館101会議室

　１月18日㈬　10時～15時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　TEL0897－56－5151内線2326
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　あけましておめでとうございま
す。2006年のスタートです！今年
の私の抱負は「良い姿勢で過ご
す」。戌

いぬ

年とかけて良い姿勢と説
く。その心は？「猫背は×…」お後
がよろしいようで。いえいえ、ピ
ンと背筋をのばし、前向きな姿勢
で物事に取り組もうという意味で
す。皆さんの抱負は何ですか？
　さて、今年も、生活に役立つ、
より良い広報紙作りに尽力いたし
ますので、どうぞ宜しくお願いい
たします。　　　　　　　（ミ）

▼ 人口のうごき
人 口	 116,428人	（＋　1人）
男	 	55,739人	（－９人）
女	 60,689人	（＋10人）
世 帯	 46,205世帯	（＋35世帯）

平成17年11月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記
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河原津海岸

伊予三芳駅

▲河原津海岸
◀河原津海岸でのカ
ブトガニ探検隊の
様子

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、  でお知らせしています。

月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

１/１
内科 西条中央病院 松田循環器科内科（朔日市） （三津屋南）
外科 村上記念病院 くしべ整形外科（大町） （丹原町池田）

１/２
内科 村上記念病院 中村医院（大町） （上市）
外科 西条中央病院 黒田医院（朔日市） （石田）

１/３
内科 済生会西条病院 森山内科（朔日市） （壬生川）
外科 済生会西条病院 いしづちやまクリニック（朔日市） （周布）

１/８

１/９

１/15

内科 髙橋こどもクリニック 茎田医院（朔日市） （三芳）
外科 おち医院 加藤整形外科（明屋敷） （丹原町願連寺）

℡56－0300
℡56－2300
℡56－2300
℡56－0300
℡55－5100
℡55－5100
℡55－0776
℡53－9360

℡76－1117
℡76－7555
℡66－0606
℡64－3780
℡65－4332
℡68－8885
℡66－0555
℡68－5850

内科 土岐医院 田中内科（神拝甲） （桑村）
外科 済生会西条病院 田渕外科（朔日市） （北条）

℡56－2090
℡55－5100

℡66－1700
℡65－5651

内科 回生堂医院 福田医院（神拝甲） （丹原町願連寺）
外科 松本整形外科 飯尾皮フ泌尿器科（神拝甲） （周布）

℡55－3101
℡52－1011

℡68－7243
℡64－5577

１/22

１/29

内科 宮島小児科 安永クリニック（大町） （北条）
外科 伊賀整形外科 神野外科（玉津） （三津屋南）

℡55－2615
℡52－0800

℡64－5760
℡64－3366

内科 ながい小児科 渡部内科病院（喜多川） （周布）
外科 矢野外科胃腸科医院 角産婦人科（古川甲） （三津屋南）

℡53－7707
℡55－1777

℡64－1200
℡64－3168
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撮影：荒井健

Ｓ席：おとな 4,000円　こども 3,000円

Ａ席：おとな 3,500円　こども 2,500円

全席指定 4,000円

全席指定 7,000円

１／28 土 15時開演

総合文化会館大ホール

総合文化会館大ホール

総合文化会館大ホール

共催事業

２／４ 土 18時30分開演

丹原文化会館大ホール

１／14 土 13時30分開演

２／13 月 19時開演

撮影：齋藤清貴

デビュー11年にして初の愛媛公演決定！

吹奏楽クリニックで１年間練習を

積み重ねてきた、小・中・高校生

による発表会です。

丹原文化会館大ホール

１／22 日 14時開演

一　般（高校生以上）：1,000円
子ども（中学生以下）：  800円
※乳児（３歳以下）の入場はご遠慮ください。

吹奏楽クリニック発表会

総合文化会館　℡0897－53－5500

丹原文化会館　℡0898－68－3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【１月の休館日】毎週月曜日（９日開館)、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

【１月の休館日】毎週月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

10：30 大ホール
小ホール11：00 西条市　℡0897－52－1256　総務課４１ 水 新年市民祝賀会 500円

13：30 大ホール14：00 小黒バレエ　℡0897－43－223715 日 小黒バレエ・スクール発表会公演 関係者

 9：00 小ホール 9：3019 木 第19回西条地区老人クラブ連合会
カラオケ大会

 8：30 小ホール 9：00 飯岡保育園　℡0897－56－2381

西条市・西条地区老人クラブ連合会
℡0897－56－5151　高齢介護課

21 土 飯岡保育園発表会 無　料

無　料

 9：30 大ホール10：00 葵歌謡愛好会
℡0897－55－2846　越智22 日 葵歌謡愛好会　新春歌の祭典 無　料

14：30 大ホール15：0028 土 劇団四季ファミリーミュージカル
「人間になりたがった猫」

12：30 大ホール13：30 愛媛新聞社
℡0897－37－2342　愛媛新聞新居浜支社

西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館

29 日 2006年　ご入学おめでとう大会 無　料

 8：3029 日 第１回　西条市ＰＴＡ大会  9：00 西条市ＰＴＡ連合会
℡0898－64－2700　市教委東予分室

丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

日本下水道協会愛媛県支部
℡089－948－6528

１ 12：30 大ホール14 土 吹奏楽クリニック発表会 13：30

14：00 大ホール

大ホール

20 金 責任技術者更新講習会 14：30 関係者

関係者

無　料

13：30 小ホール22 日 オズの魔法使いと夢の国 14：00 一　般 1000円
子ども  800円

大　人 3500円～
子ども 2500円～
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